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1.安全上のご注意

設置・運転・保守・点検の前に必ずこの取扱説明書をすべて熟読し、正しく使用して下さい。機

器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してから使用して下さい。 

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。 

なお、  注意  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性が

あります。いずれも重要な内容を記載していますので必ず守って下さい。 

危険 
取扱を誤った場合に、死亡又は重傷を受ける可能性が想

定され、かつ危険発生時の警告の緊急性が高い場合。 
： 

◆設置・環境 

注意 
●金属などの不燃物に取付けて下さい。火災の恐れがあります。

●可燃物を近くに置かないで下さい。火災の恐れがあります。

●金属片などの異物を侵入させないで下さい。火災の恐れがあります。

●据付けはコントローラの重量に耐えるところに設置して下さい。落下によるけがの恐れがあり

ます。

●作業場は十分に明るくし、きれいに保って下さい。けがを招く恐れがあります。

●作業時にはダブダブの服やネックレス等の装身具は着用せず、作業にふさわしい服装で行って

下さい。また、長髪が工具にかからないようにゴムなどでくくり、帽子などの保護用覆いを着

用して下さい。けがの恐れがあります。

●地震発生時等、設置・据付けが原因で人身事故などが起こらないように、確実に設置・据付を

行ってください。

注意 
取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度

の傷害や軽傷を受ける可能性が想定される場合及び物的

損害のみの発生が想定される場合。 

： 
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危険 
◆配線 

●入力電源の遮断（ＯＦＦ）を確認してから配線を行って下さい。感電・火災の恐れがありま

す。 

●アース端子は必ず設置して下さい。感電・火災の恐れがあります。 

●必ずコントローラを据付けてから配線して下さい。感電・火災の恐れがあります。 

●配線作業は電気工事の専門家が行って下さい。感電・火災の恐れがあります。 

●端子台には必ずＹ型圧着端子または丸型圧着端子を使用し配線を行って下さい。感電・火災

の恐れがあります。 

注意 

危険 

◆操作・運転 

●電源の投入及び遮断は、必ず作業者自身が周囲の安全性の確保をした上で行って下さい。けが

の恐れがあります。 

●濡れた手でスイッチを操作しないで下さい。感電の恐れがあります。 

●コントローラに通電中はツールが停止中でもコントローラの端子に触れないで下さい。感電の

恐れがあります。 

●コードは傷つけたり、無理なストレスをかけたり、重いものをのせたり、挟み込んだりしない

ようにして下さい。感電の恐れがあります。 

●使用しないときは電源を遮断（ＯＦＦ）して下さい。 

 

●コントローラの定格電圧と交流電源が一致していることを確認して下さい。けが・火災の恐れ

があります。 

●配線は正しく確実に行って下さい。けが・火災の恐れがあります。 
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注意 
●運転は指示にある設定範囲を超えないように設定して下さい。けが・やけどの恐れがあります。 

●操作時は正しい足場、環境で行って下さい。無理な姿勢での作業は大変危険です。

●作業は十分注意して行って下さい。軽率・非常識な行動および疲れているときの使用・長時間

の連続作業は避けて下さい。けがや疾病などの原因となります。

◆保守・点検 

危険 
●点検・交換は入力電源を遮断してから行って下さい。また必ず電源からプラグを抜いて下さい。

感電の恐れがあります。

●専門家以外は、保守・点検をしないで下さい。作業前に金属物（時計・指輪など）を外してく

ださい。定期的にコードの検査を行い、損傷があれば専門知識のある作業者が修理・交換を行

って下さい。作業は絶縁対策工具を使用して下さい。感電・けがの恐れがあります。

●分解修理は弊社または弊社指定以外で行わないで下さい。感電・けが・火災の恐れがあります。 

◆廃棄 

危険 
●絶対改造しないで下さい。感電・けが・火災の恐れがあります。

●異常を感じたときは直ちに使用を中止し、電源を遮断して下さい。

●廃棄する場合は、産業廃棄物として処理して下さい。

◆その他 

注意 
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●作業関係者以外は近づけないで下さい。 

●取り扱い説明書の本文に掲載されている全ての図解は、細部を説明するために安全のための遮

蔽物を取り外した状態で書かれている場合があります。製品を運転するときは必ず規定通りの

遮蔽物を元通りに戻し、取扱説明書に従って運転して下さい。 

●作業関係者以外は近づけないで下さい。 

●本製品は、防水構造ではありません。水のかかる場所で使用しないで下さい。かかったまま使

用しますと、ショートし火災・感電の原因となります。 

●コントローラの通電中はケーブルの抜き差しは行なわないで下さい。 

●ＭＣレンチで使用しておりまするセンサは、磁歪式センサです。ツールにマグネットを近づけ

た場合、磁歪式センサは磁気影響を受け誤動作する可能性がありますので十分に注意して使用

して下さい。 

 

一般的注意 

●本取扱説明書の内容は将来予告なしに変更する場合があります。 

免責事項 
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2.概略

2.1.構成 

設定用パソコン 

ＵＥＣ－５５００フロント ＵＥＣ－５５００リア 

ブザー，ランプ， 

シーケンサなど 

パソコン・など 

ハブ 

ツール 

設定パソコンケーブル 

トルクセンサケーブル 

電源コード 

注）アースは必ず接地

して下さい。 

ＬＡＮケーブル 

7 8 9

654

321

0 ENTER

LOW HIGH CUT

SENSOR CAL TIMER

START MODE

COUNT

No.SEL

RESET

設定ケース 

設定ケースケーブル 

UZig01：ZigBee 親機 

AFZ：ZigBee 無線 
搭載ツール 

ZigBee接続ケーブル 

（クロス３ｍ） 

910-397-0 
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2.2.特長 

 

 

①４本のツールを接続でき、４軸同時使用が可能です。 

②自己診断機能 

  電源を入れると、ＲＯＭ → ＲＡＭ → Ａ／Ｄ → ＺＥＲＯ／ＣＡＬチェック等のチェックを約５

秒間行い、自己診断します。 

③各種締付異常検知及び、締付本数管理機能が付いています。 

④ＭＣレンチ、ＥＣレンチ、アングルナットランナ、オープンレンチ等のトルクセンサ／ツールに対

応できます。 

⑤リアのオプションボード用スペースに RS232C増設ボードを搭載し ZigBee親機：Uzig01を接続する

事で UBX-AFZシリーズを使用する事が出来ます。（ご使用の本体バージョンが V3.31未満の場合は

バージョンアップが必要です） 

⑥８種類（ワーク１～８）の締付トルク値、締付本数等の、設定の切り換えができます。 

⑦総締付本数と総締付パルス数によるツールの管理が可能です。 

⑧入出力チェックや異常表示は、パソコン又はフロントパネルの表示や音で確認できます。 

⑨専用の設定ケースとお手持ちのパソコンのどちらでも、各種管理値の設定やモニタができます。 

⑩２種類のトルクセンサに対応できます。 

・ＭＳ（瓜生の磁歪式センサ）：MCレンチ 

・ＳＧ（歪ゲージ式センサ）：ECレンチ、アングルＮ Ｒ
ナットランナ

（エア）、オープンエンドレンチなど 

⑪各軸毎に最大１万６千件の締付データを記憶できます。 

miniSDカードを使用すると数十万件の締付データ、数万件の波形データが記憶可能です。 

⑪専用のパソコンソフトにて出来る機能について（詳細は専用の設定用ソフトの取扱説明書を参照し

て下さい） 

・設定値の送受信 

・締付結果データの受信及び自動保存 

・締付波形データの受信及び自動保存 

・統計データの受信 

・Ｉ／Ｏチェック 

・校正値変更履歴の受信 

・miniＳＤカードからのデータの読み込み 

⑫イーサネットに対応しています。 

・設定用ソフト 

・瓜生製データ管理システム 

・その他ユーザー殿仕様のネットワークに対応するにはソフト改造が必要となります。 
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3.設置のしかた 

コントローラの設置は、次の点に注意し確実に設置・据付を行ってください。 

 

 

3.1.設置場所 

１）雨水や直射日光が当たらない屋内。本機は、防水構造ではありません。 

２）腐食性ガス・引火性ガス・研削液・オイルミスト・鉄粉・切粉などがかからない場所。 

３）風通しがよく湿気・ゴミ・ホコリの少ない場所。 

４）振動のない場所。 

５）コントローラに異常が発生した場合、直ちに電源コードを抜く事が出来る場所。 

６）汚染度３の環境で使用する場合は、筐体の中に設置し御使用下さい。 

 

3.2.環境条件 

 

項      目 条       件 

使用場所 屋内使用 

周囲温度 ０ﾟＣ～５０ﾟＣ（凍結なきこと） 

周囲湿度 ９０％ＲＨ以下（結露なきこと） 

保存温度 ０ﾟＣ～５０ﾟＣ（凍結なきこと） 

保存湿度 ９０％ＲＨ以下（結露なきこと） 

振  動 加速度：19.6 m/s２以下  周波数範囲：10～55Ｈｚ 

標  高 １０００ｍ以下 

過電圧カテゴリー 過電圧カテゴリーⅢ※ 

汚染度 汚染度２※ 

 

 

※･･･ＩＥＣ６０６６４による各製品の過電圧カテゴリー（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）及び汚染度（１、２、３）の分

類です。 

本システムでは上記のように過電圧カテゴリーⅢ、汚染度レベル２となります。 

（注）ＩＥＣ･･･国際電気標準会議 
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4.仕様 

 

項目 内容 

電源 電圧：ＡＣ １００－２４０Ｖ ±１０％  周波数：５０／６０Ｈｚ 

絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖ １０ＭΩ以上 

消費電力 約 ５０ＶＡ  

質量 約 ３．５ｋｇ 

外形寸法 ２４０（Ｄ） × ２７０（Ｗ） × １１５（Ｈ） 

主機能 トルクコントロール，角度モニタリング(UBX-AFZ 使用時)，締付本数管理 

設定方法 
設定ケース 

パソコン（専用ソフトが必要） 

表示 

トルク分解能±２０４８（１２Ｂｉｔ Ａ／Ｄ使用） 

主な表示内容 

４桁デジタル表示 ： トルク値 

1 桁デジタル表示（小） × ４： ＷＯＲＫ№用 

1 桁デジタル表示（大） ： 軸№ 

２桁デジタル表示 ： カウント残数表示 

ランプ 

ＴＯＴＡＬランプ（カウント判定用）：ＯＫ（緑）／ＮＯＫ（赤）※本仕様では未使用 

ＴＯＲＱＵＥランプ（トルク判定用）：ＬＯＷ（黄）／ＯＫ（緑）／ＨＩＧＨ（赤） 

各軸Ｎｏ．ランプ各軸，ＣＯＵＮＴランプ，各軸ＷＡＲＮＩＮＧ 

端子台入力信号 

１２点 フリーフォーマット（設定により割付を変更する事が可能です） 

フォトカプラ絶縁による電流駆動入力方式 電圧： ＤＣ２４Ｖ  入力抵抗：４．７ＫΩ 

入力は無電圧にて行って下さい。 

端子台出力信号 
８点（フリーフォーマット），ＶＡＬＶＥ，＋２４Ｖ（VALVE 端子用） 

接点容量 ： ＡＣ１２５Ｖ，０.３Ａ   ＤＣ３０Ｖ，１Ａ 

オシロ出力 
トルク波形をジャック端子により出力 

（プラグサイズ：ＪＩＳ Ｃ６５６０小型単頭プラグφ３．５×１５） 

キー 
 ： 設定を行う軸番を選択します。エラー発生時にブザーを停止します。 

設定ケース：外付けのテンキー（オプション） 

オプション 

部品名：設定パソコンケーブル  部品コード：910-219-0 

仕様：ＲＳ－２３２Ｃ用ストレートケーブル D-sub９ﾋﾟﾝﾒｽ－D-sub９ﾋﾟﾝﾒｽ ３ｍ 

部品名：ＰＣケーブルチェンジャー  部品コード：910-225-0 

仕様： Ｄ－ｓｕｂ９ピンオス－Ｄ－ｓｕｂ９ピンオス 

部品名：設定ケース      部品コード：910-208-0 

部品名：設定ケースケーブル  部品コード：910-206-0 

トルクセンサケーブル 

部品名：センサケーブルＣＰ ３Ｆ５   部品コード：910-263-0 

部品名：センサケーブルＣＰ ３Ｆ１０  部品コード：910-264-0 

部品名：RS232C 増設ﾎﾞｰﾄﾞ(4 ﾎﾟｰﾄ)  部品コード：910-112-0 

部品名：ZigBee 接続ケーブル（クロス 3M） 部品コード：910-397-0 

部品名：Uzig01 電源ケーブル 1m 部品コード：910-121-0 

部品名：Uzig01 電源ケーブル 3m 部品コード：910-122-0 

・AC アダプタを使用せずﾄﾙｸｾﾝｻｺﾈｸﾀから Uzig01 に電源を供給する事ができます。 

交換部品 

部品名：ヒューズ DM16 部品コード：910-115-0  （DC24V 用 １台数１個） 

部品名：ヒューズ LM16 部品コード：910-118-0  （±15V 用 １台数各１個） 

部品名：ヒューズ LM40  部品コード：910-119-0  （DC5V 用 １台数１個） 

適応規格 ＥＮ６１０１０－１（ＩＥＣ６１０１０－１） 
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5.各部の名称と機能 

5.1.フロントパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①電源スイッチ 

電源用のスイッチです。使用しないときはスイッチをＯＦＦして下さい。 

②ブザー 

締付確認、各種異常、各種ＮＯＫ、キー入力時等に作動するブザーです。 

③１桁デジタルパネルメータ表示部 

軸番を表示します。 

④２桁デジタルパネルメータ表示部 

カウント残数の表示や、現在選択中のＭＯＤＥ及びＴＩＭＥＲの№表示を行います。 

⑤４桁デジタルパネルメータ表示部 

トルク計測値や各設定値の表示を行います。 

⑥ＴＯＴＡＬ ランプ 

ＯＫ  ： 

ＮＯＫ ： 

⑦ＴＯＲＱＵＥランプ 

ＬＯＷ ：トルク計測値が判定時に下限設定値を下回った場合に点灯します。 

ＯＫ  ：トルク計測値が判定時に上下限設定範囲内の時に点灯します。 

ＨＩＧＨ：トルク計測値が判定時に上限設定値を上回った場合に点灯します。 

⑧№ ランプ 

使用している軸のランプが点灯します。（MODE３１が「１」又は「２」又は「４」の時に点灯し、

「０」の時に消灯します。） 

⑨ＣＯＵＮＴ ランプ 

ＯＫ  ：各軸毎に設定本数分の締付が全て完了した時点で点灯します。 

ＮＯＫ ：判定時に設定本数分の締付を全て完了していない軸のランプが点灯します。 

⑩ＷＡＲＮＩＮＧランプ 

総締付本数／パルス数が修理値に達すると点滅し交換値に達すると点灯します。 

⑪ＷＯＲＫ № 表示 

現在選択されているＷＯＲＫ №を表示します。 

⑫設定ケース接続用コネクタ 

設定値の入力を行う為の、専用の「設定ケース」と「設定ケースケーブル」にて接続します。 

⑬ ＳＰ．Ｎｏ．ＳＥＬＥＣＴキー 

設定値書き込み時の軸番の選択（③④⑤の表示）、エラー時のブザー停止に使用します。 

 

 

１ 

２ 

３ ４ 

５ 

６ ７ 

８ ９ 10 11 

12 

13 

現在は使用していません。（書き込みモードに入った時に点滅します） 
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5.2.リアパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①電源コード端子 
付属の電源コードを接続します。 

②ヒューズホルダ 
ＵＥＣの保護用ヒューズです。（3.15A） 

③ＰＣコネクタ（Ｄ－ｓｕｂ９ピンメス） 
設定用パソコンとの接続用です。通信ケーブルは、ストレートケーブルを使用して下さい。 

④センサケーブル用コネクタ 
ツールからのセンサケーブルを接続します。 
UBX-AFZ 使用時にはオプションの専用ケーブルを使用し Uzig01 へ電源を供給する事が可能です。 

⑤ＳＥＮＳＯＲ切換用スイッチ 
「ＭＳ（瓜生の磁歪式センサ）」と「ＳＧ（歪ゲージ式センサ）」との切換スイッチです。 

⑥ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴＰＵＴ 端子 
トルク波形出力用の端子です。 
（詳細はトルク波形測定方法、ANALOG OUTPUT 端子説明） 

⑦⑧オプションボード用スペース 
⑧へ「RS232C 増設ﾎﾞｰﾄﾞ(4 ﾎﾟｰﾄ)」（右図）を取り付ける 

事により UBX-AFZ を使用する事が可能です。 
⑨ＮＥＴＷＯＲＫコネクタ 
イーサネット接続用コネクタです。 

⑩入出力用端子台 
端子№ 内 容 端子№ 内 容 

A1～9 ＩＮ １～９ 入力端子 

B1～3 ０Ｖ：入力端子用 0V（全入力端子共通） 

B4～6 ＩＮ １０～ １２ 入力端子 
B7,B8 ２４Ｖ：VALVE 出力用の 24V出力 

B9～
B12 

ＶＡＬＶＥ １ ～ ＶＡＬＶＥ ４ 
各軸のＶＡＬＶＥ出力 

A10,11 ２４Ｖ：VALVE 出力用の 24V出力 
A12 ０Ｖ：入力端子用 0V（全入力端子共通） 

A13,14 ＯＵＴ１，２ 出力端子 B13,14 ＯＵＴ３，４ 出力端子 

A15 
ＯＵＴ ＣＯＭ１  
出力端子用コモン（ＯＵＴ １～４用） 

B15 
ＯＵＴ ＣＯＭ１ 
出力端子用コモン（ＯＵＴ １～４用） 

A16,17 ＯＵＴ５，６ 出力端子 B16,17 ＯＵＴ７，８ 出力端子 

A18 
ＯＵＴ ＣＯＭ２ 
出力端子用コモン（ＯＵＴ ５～８用） 

B18 
ＯＵＴ ＣＯＭ２ 
出力端子用コモン（ＯＵＴ ５～８用） 

※設定により端子台（入力端子及び出力端子）の内容は変更する事が可能です。 
・端子台への配線はＹ型圧着端子または丸型圧着端子を使用して下さい。 
⑪アース端子 

接地用の端子です。電源プラグのアースが接地出来ない場合はアース端子にて必ず接地して下さい。 

⑫miniＳＤカードスロット（2007 年製造の製品より搭載） 
miniＳＤカードの挿入口です。 

注）製造時期により miniSD スロットの有無や端子台内容に違いが御座います。 
 

１ 

２ 

７ ４ 

９ 

10 

８ 

３ A1 A18 

B1 
B18 

12 

 

６ 

 

11

１ 

 

５ 
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6.端子台内容説明 

6.1.入力端子内容 

 

設定値 名称 備考 

１ １番軸 ＬＳ １ １番軸用リミットスイッチ 

２ １番軸 ＬＳ ２ 

３ ２番軸 ＬＳ １ ２番軸用リミットスイッチ 

４ ２番軸 ＬＳ ２ 

５ ３番軸 ＬＳ １ ３番軸用リミットスイッチ 

６ ３番軸 ＬＳ ２ 

７ ４番軸 ＬＳ １ ４番軸用リミットスイッチ 

８ ４番軸 ＬＳ ２ 

９ 全軸  ＲＥＳＥＴ 全軸 ＲＥＳＥＴ 
締付ＮＯＫ発生時は１回目の入力
でＮＯＫのみクリアし、２回目の入
力にてオールクリア（カウント本数
もクリア）となります。 

１０ １番軸 ＲＥＳＥＴ 

各軸 ＲＥＳＥＴ 
１１ ２番軸 ＲＥＳＥＴ 

１２ ３番軸 ＲＥＳＥＴ 

１３ ４番軸 ＲＥＳＥＴ 

１４ 全軸  ＰＡＳＳ 全軸 強制ＯＫ 

１５ １番軸 ＰＡＳＳ 

各軸 強制ＯＫ 
１６ ２番軸 ＰＡＳＳ 

１７ ３番軸 ＰＡＳＳ 

１８ ４番軸 ＰＡＳＳ 

１９ ＳＰ．№ ＳＥＬＥＣＴ 表示軸番の切換。全面パネル と同様。 

２０ １番軸 ＱＬ  各軸ＱＬ信号 
ＱＬレンチなどからの信号を接続します。 ２１ ２番軸 ＱＬ  

２２ ３番軸 ＱＬ  

２３ ４番軸 ＱＬ  

２４ １番軸 ＰＳ 各軸ＴＭツール締付信号 
シャットオフツール使用時に、デジタル圧力センサや空
電リレーからの信号を接続します。 

２５ ２番軸 ＰＳ  

２６ ３番軸 ＰＳ 

２７ ４番軸 ＰＳ  

２８ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 各軸ワーク選択用信号 Ａ・Ｂ・Ｃ 
WORK SELECT A,B,C、入力３点の組み合わせで８種類のワ
ークを選択する事ができます。 

WORK № 
WORK SELECT 入力状態 

Ａ Ｂ Ｃ 

１ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 

２ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 

３ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 

４ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ 

５ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

６ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

７ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

８ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 
 

２９ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

３０ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

３１ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 

３２ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

３３ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

３４ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 

３５ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

３６ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

３７ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 

３８ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

３９ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

４０ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 各軸ワーク選択用信号 １～４ 
WORK SELECT 1～4、４点の入力でワーク４種類を選択す
る事ができます。 
 

WORK № 
WORK SELECT 入力状態 

W.SEL.1 W.SEL.2 W.SEL.3 W.SEL.4 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 

３ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 
 

４１ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

４２ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

４３ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

４４ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 

４５ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

４６ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

４７ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

４８ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 

４９ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

５０ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

５１ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

５２ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 

５３ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

５４ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

５５ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

５６ 車番ＲＥＳＥＴ 車番（ＭＯＤＥ３３）をクリアし、１に戻します 
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6.2.出力端子内容 

設定値 名 称 備 考 

１ ＣＰＵ ＲＵＮ 
ツールのコントロールが可能な状態の時に出力し
ます。（設定値書き換え中などはＯＦＦ） 

２ １番軸 OPERATION RANGE 

各軸 締付工程中 
（締付本数のカウントダウン可能） 

３ ２番軸 OPERATION RANGE 

４ ３番軸 OPERATION RANGE 

５ ４番軸 OPERATION RANGE 

６ １番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ 

各軸カウントＯＫ 
（ＴＩＭＥＲ５設定時間出力） 

７ ２番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ 

８ ３番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ 

９ ４番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ 

１０ １番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ 

各軸カウントＮＯＫ 
（ＮＯＫ解除まで出力） 

１１ ２番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ 

１２ ３番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ 

１３ ４番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ 

１４ １番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ 

各軸締付ＯＫ 
（ＴＩＭＥＲ４設定時間出力） 

１５ ２番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ 

１６ ３番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ 

１７ ４番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ 

１８ １番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ 

各軸締付ＮＯＫ 
（締付ＮＯＫ解除まで出力） 

１９ ２番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ 

２０ ３番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ 

２１ ４番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ 

２２ １番軸 点検 
各軸の「総締付本数点検値」又は「総締付パルス数
点検値」どちらか一方にでも達した場合は出力を行
います。 

２３ ２番軸 点検 

２４ ３番軸 点検 

２５ ４番軸 点検 

２６ １番軸 交換 
各軸の「総締付本数交換値」又は「総締付パルス数
交換値」どちらか一方にでも達した場合は出力を行
います。 

２７ ２番軸 交換 

２８ ３番軸 交換 

２９ ４番軸 交換 

３０～ 
３３ 

各軸 ＳＶ 
各軸スローフル切り換え出力。 
トルク計測値がＳＴＡＲＴ設定値に達すると出力
します。ＶＡＬＶＥ出力と同時にＯＦＦします。 

３４～ 
３７ 

１番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

現在選択されているＷＯＲＫ №を出力します。 

３８～ 
４１ 

２番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

４２～ 
４５ 

３番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

４６～ 
４９ 

４番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

５０ ブザー用出力 
外部にブザーを設置する場合に使用します。 
ＯＫ／ＮＯＫ／異常発生時にＯＮします。 

５１～ 
５４ 

各軸 ＳＶ２ 
トルク計測値が MODE10 設定値(ｽﾅｯｸﾞﾄﾙｸ)に達する
と出力します。 
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7.設定 

 

 

7.1.設定値確認方法 

 

MODE(TIMER)設定値の表示方法 

キー操作 

①  ( )： ( )キーLED が点灯。 

②  ※ ：表示させる MODE(TIMER)の№を入力します。 

③ ：選択した MODE(TIMER)の設定値を表示します。 

④ ：締付残数表示に戻る。 キーLED が消灯。 

 

 

 

 

COUNT 値の表示方法 

キー操作 

① ： キーＬＥＤが点灯。 

② ：締付本数設定値を表示。 

③ ：締付残数表示に戻る。 キーLED が消灯。 

 

 

 

 

１ 

３ ４ 

１ ２ ３ 
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7.2.設定ケースによる設定値変更方法 

設定値の変更を行う場合は、書き込みモードにて行います。書き込みモード中はＶＡＬＶＥ出力を

ＯＮさせツールを動作不能状態とします。 

 

 

①フロントパネルのＫＥＹ ＢＯＸコネクタに設定ケースケーブルを接続し、設定ケースに接続して

下さい。 

 

②ＵＥＣの電源を入れて下さい。 

 

③書き込みモードに入って下さい。 

キー操作： ・ ・ ・ ・  

 

④ＵＥＣは作動不可状態となり、書き込みモード中は TOTAL OK/NOK ランプ及び現在選択されている

軸番のランプと WORK №表示が点滅します。 

 

⑤変更を行うＷＯＲＫ Ｎｏ．を選択して下さい。 

キー操作： ・「※（ＷＯＲＫ №１～８）」・  

 

⑥変更を行う軸番を選択して下さい。 

キー操作： ・   又は 前面の にて次の軸番に移ります。 

 

⑦変更を行う設定を選択して下さい。 

キー操作：「※（LOW、HIGH、CUT など）」・  

ＭＯＤＥ又はＴＩＭＥＲの変更を行う場合 

キー操作：「 又は 」・「※（ＭＯＤＥ／ＴＩＭＥＲの№）」・  

 

⑧設定値（数値）を入力して下さい。 

キー操作：「※（０～９９９９）」・  

 

⑨他の軸番の同じ設定項目を変更する場合は⑤と⑦の操作を繰り返します。 

 

⑩他の設定項目を変更する場合は⑤から繰り返します。 

 

⑪書き込みモードから抜けて下さい。（設定値の変更は終了します。） 

キー操作：  

 

 

7.3.ＰＣによる設定値変更方法 

パソコンによる設定値の変更を行う場合は専用の設定用ソフトの取扱説明書を御覧下さい。 

 



－16－ 

7.4.DPM 表示軸の切り替え 

7.4.1.締め付けによる表示軸の切り替え 

電源を投入すると４桁ＤＰＭには１番軸の表示を行います。締め付けを行うと DPM表示は締め付けを

行った軸に切り替わり、さらに別の軸で締め付けを行うとその軸へ表示を切り替えます。（最後に締

め付けを行った軸を表示させます。） 

7.4.2.キーによる切り替え 

１番軸を表示している時、キーでの切り替えにより２番軸の表示に切り替え、次に３番軸、４番軸の

順で切り替えます。４番軸の次は１番軸の表示に切り替えます。１番軸→２番軸→３番軸→４番軸→

１番軸…の順で切り替えます。 

（１） による切り替え 

フロントパネルの を１回押す毎に、表示軸を切り替えます。 

MODE、TIMER、COUNTの設定値表示中に軸番を切り替えた場合は切り替わった軸の設定値を表示させま

す。 

（２）設定ケースによる切り替え 

設定ケースにて表示軸を切り替える場合は ・ とキーを押す事により次の軸へ表示を切り替

えます。 

MODE、TIMER、COUNTの設定値表示中に軸番を切り替えた場合は切り替わった軸の設定値を表示させま

す。（書き込みモード時は不可） 

（３）１番軸表示時からのキー操作の例 

① ：DPMには１番軸の表示 

② ：DPMは２番軸の締付残数表示 

③ ：DPMは２番軸の締付残数表示 

④ ：DPMは３番軸の締付残数表示 

⑤ ：DPMは４番軸の締付残数表示 

⑥ ・ ・ ・ ： 

DPMは４番軸の TIMER13設定値を表示 

⑦ ：DPMは３番軸 TIMER13設定値を表示 

⑧ ：DPMは１番軸 TIMER13設定値を表示 

３ １ 

４ ２ 
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8.キー入力診断 

 

ＭＯＤＥ９０：専用の設定ケースが正常に動作するかチェックを行う事ができます。 

［使用方法］ 

①専用の設定ケースを接続し、ＵＥＣの電源を入れて下さい。 

②ＭＯＤＥ９０のキー入力診断に入って下さい。 

キー操作は ・ ・ ・ です。 

入力診断中はＴＯＴＡＬ ＮＯＫランプが点滅し、 

ＤＰＭには右の様に表示します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③キースイッチのチェック手順 

キー操作            ＤＰＭ表示             キーＬＥＤ 

              ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］    キーＬＥＤ点灯 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］ 

キーＯＮ    →  ［ ］［  ］［    ］ 

キーＯＮによりキー入力診断を解除して下さい。 
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9.入出力配線診断 

 

ＭＯＤＥ９１：端子台に接続された外部配線をチェックできます。 

ＭＯＤＥ９２／９３／９４：端子台の強制出力ができます。 

 

［使用方法］ 

設定ケース又はパソコンのどちらかを使用します。 

 

［専用の設定ケースを使用する場合］ 

①設定ケースを接続し、ＵＥＣの電源を入れて下さい。 

②ＭＯＤＥ９１の入力配線診断に入ります。（ＵＥＣは作動不可状態となり TOTAL NOKランプが点滅

します。） 

キー操作： ・ ・ ・  

外部からなにも入力されていなければＤＰＭは［ ］［  ］［    ］と表示します。 

③端子台に入力を行うと、その端子に対応する数字を４桁ＤＰＭに表示します。複数の入力があった

場合には、先に入力された方を優先表示します。 

④入力状態とＤＰＭ表示との関係 

⑤チェック終了後 キーにより解除して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力端子 ＤＰＭ表示 入力端子 ＤＰＭ表示 

ＩＮ １    ＩＮ ７    

ＩＮ ２    ＩＮ ８    

ＩＮ ３    ＩＮ ９    

ＩＮ ４    ＩＮ １０    

ＩＮ ５    ＩＮ １１    

ＩＮ ６    ＩＮ １２    



 －19－ 

 

⑥ＭＯＤＥ９２／９３／９４の出力配線診断に入ります。（ＵＥＣは作動不可状態となり TOTAL NOK

ランプが点滅します。） 

キー操作： ・ ・ （ ， ）  

ＤＰＭは［ ］［  ］［    ］と表示します。 

⑦キー入力を行うと、入力したキーに対応する出力端子や、ツールへの出力を行います。 

⑧キー入力と出力の関係 

ＭＯＤＥ９２ 

キー 出力内容 キー 出力内容 

１ ＯＵＴ １ ５ ＯＵＴ ５ 

２ ＯＵＴ ２ ６ ＯＵＴ ６ 

３ ＯＵＴ ３ ７ ＯＵＴ ７ 

４ ＯＵＴ ４ ８ ＯＵＴ ８ 

 

ＭＯＤＥ９３ 

キー 出力内容 キー 出力内容 

１ １番軸 端子台及びツール ＶＡＬＶＥ ５ ２番軸 端子台及びツール ＶＡＬＶＥ 

２ １番軸 ツール 緑色ランプ ６ ２番軸 ツール 緑色ランプ 

３ １番軸 ツール 赤色ランプ ７ ２番軸 ツール 赤色ランプ 

４ １番軸 ツール 黄色ランプ ８ ２番軸 ツール 黄色ランプ 

※黄色ランプは緑色ランプと赤色ランプが同時に点灯した状態です。 

 

ＭＯＤＥ９４ 

キー 出力内容 キー 出力内容 

１ ３番軸 端子台及びツール ＶＡＬＶＥ ５ ４番軸 端子台及びツール ＶＡＬＶＥ 

２ ３番軸 ツール 緑色ランプ ６ ４番軸 ツール 緑色ランプ 

３ ３番軸 ツール 赤色ランプ ７ ４番軸 ツール 赤色ランプ 

４ ３番軸 ツール 黄色ランプ ８ ４番軸 ツール 黄色ランプ 

※黄色ランプは緑色ランプと赤色ランプが同時に点灯した状態です。 

 

⑨チェック終了後は キーにより出力診断を解除して下さい。 

 

 

［パソコンを使用する場合］ 

①パソコンを接続し、設定用ソフトを立ち上げて下さい。 

②入出力チェックに入ります。（ＵＥＣは作動不可状態となります。） 

③入力状態のモニタ、強制出力などで配線のチェックを行います。 

④終了後、入出力チェックから抜けます。 

（詳細は専用の設定用ソフトの取扱説明書を参照して下さい。） 
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10.トルク極性の切換 

 

 

左ねじのボルトを締め付けると、センサケーブル用コネクタに接続したツールから入力されるトルク信号

がマイナス方向で入力されてしまうので、トルク計測を行う事が出来ません。トルク計測を行う為には、

コントローラ側のトルク計測極性を切り換える必要があります。UEC 内部メイン基板上ディップスイッチ

の設定により切り換えを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基板上のディップスイッチを切り換える事により、センサケーブル用のコネクタに接続されたトルクセ

ンサから入力される信号の極性を切り換えます。 

・ディップスイッチには１軸目用（ＳＷ１）、２軸目用（ＳＷ２）、３軸目用（ＳＷ３）、４軸目用（Ｓ

Ｗ４）があります。 

・右ネジの締付ではＳＷ※（１～４）の１と３をＯＮ、２と４をＯＦＦに設定します。 

・左ネジの締付ではＤＳＷ１の１と３をＯＦＦ、２と４をＯＮに設定します。 

・左回転での締付時、ツール内蔵型のソレノイドバルブではツールをシャットＯＦＦ出来ませんので、外

部にソレノイドバルブを設置して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

４番軸用 

ＳＷ４ 

（上図は右ネジ用） 

 

フロントパネル 

リアパネル 

Ｓ
Ｗ
４

 

１
 

２
 

３
 

４
 

ＯＮ
 

バッテリ 

１番軸用 

ＳＷ１ 

２番軸用 

ＳＷ２ 

ブザー 

３番軸用 

ＳＷ３ 



 －21－ 

 

11.設定内容 

 

11.1.基本設定 

 

 

ＬＯＷ（トルク下限判定値） 

初期値：７８．５［Ｎｍ］ 

設定範囲：０．０～９８０．４（LOW＜CUT[Max980.5]） 

・トルク計測値の下限判定の設定値です。 

・トルク判定時にトルク計測値がＬＯＷを下回っていた場合はトルクＬＯＷＮＯＫとなります。 

 

 

ＨＩＧＨ（トルク上限判定値） 

初期値：５８．８［Ｎｍ］ 

設定範囲：０.４～９８０.６（CUT[Min0.3]＜HIGH） 

・トルク計測値の上限判定の設定値です。 

・トルク計測値がＨＩＧＨを上回った場合はトルクＨＩＧＨＮＯＫとなります。 

 

 

ＣＵＴ（トルクＣＵＴ値） 

初期値：１９．６［Ｎｍ］ 

設定範囲：０．２～９８０．５（MODE10[Min0.2]＜CUT＜HIGH[Max980.6]） 

・トルクコントロール時の締付停止トルクの設定値です。 

 

 

ＣＡＬ（トルクセンサ定格値） 

初期値：１０００ 

設定範囲：１００～９９９９ 

・ツールに表示されているＣＡＬの値を設定して下さい。 

 

 

ＳＥＮＳＯＲ（トルクセンサ抵抗値・定格歪量） 

トルクセンサ抵抗値（単位Ω）［SENSOR 1 設定値］ 

初期値：７００（変更不可） 

・トルクセンサの回路を構成する抵抗値です。 

・ＥＣレンチ／アングルＮ Ｒ
ナットランナ

（エアー）／オープンレンチをご使用の場合は、「７００」です。 

・ＭＣレンチをご使用の場合、表示は「    」となります。 

 

 

トルクセンサ定格歪量［SENSOR 2 設定値］ 

初期値：７５０ 

設定範囲：１００～４４００ 

・トルクセンサに定格負荷を加えた時のトルクセンサ内歪ゲージ４ケ分の伸縮量です。 

・ＵＥＣでは歪量設定値からトルクセンサの単位出力電圧を割り出しています。 

（歪量 1000 設定に対しての単位出力電圧は 0.5[mV／V]となります。 

例）歪量設定 2000 時の単位出力電圧は１[mV／V]となります。） 

・ＥＣレンチをご使用の場合は、「７５０」に設定して下さい。 

・ＭＣレンチをご使用の場合、表示は「    」となります。 

・アングルＮ Ｒ
ナットランナ

（エアー）／オープンレンチをご使用の場合は、「１５００」に設定して下さい。 
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ＳＴＡＲＴ（スタートレベル値） 

初期値：９．８ 

設定範囲：０．１～９８０．３（START[Min0.1]＜MODE10[Min0.2]） 

設定条件：ＳＴＡＲＴ（Min0.1[Nm]）＜ＭＯＤＥ１０(Max980.4[Nm]) 

【機能内容】 

・設定値の用途としては 

TIMER 1／2／3／6／7 作動開始ポイント，締付時間計測開始ポイント，SV 端子出力タイミング，モータ出力切換

タイミング(UBX-AFZ) 

・START（スタートトルク）設定値を MODE10（スナッグトルク）以上の値に設定した場合、MODE10 の設定値は自動

的に START より 0.1 大きな値に設定されます。 

・START は定格トルクの 1／5 以上を推奨します。START 設定値が低過ぎると締め付け後に OK・NOK の判定が出来ず

次の締付動作を行う事が出来なくなる場合があります。 

ＣＯＵＮＴ（締付本数値） 

初期値：９９ 

設定値：１～９９ 

・締付本数管理機能を使用する場合の１ワークに対する締付回数です。 

・この設定値によりＣＯＵＮＴ ＯＫ／ＮＯＫの判定を行います。 

校正比 

・ＭＯＤＥ設定のＭＯＤＥ１２を御覧下さい。

ツール比 

・ＭＯＤＥ設定のＭＯＤＥ１３を御覧下さい。
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11.2.ＭＯＤＥ設定 

 

 

ＭＯＤＥ １（初期異常検出選択） 

初期値：０ 

設定値：０ 初期異常を検出しません。 

設定値：１ 初期異常を検出します。 

【機能内容】 

・ボルト／ナットの２度締め検出を行いたい場合に使用して下さい。 

・締付時間が TIMER 2 設定値以内の場合に初期異常を検出します。 

初期異常検出時の出力状態 

・DPM 表示：［ＬＯ.Ｅ.］［トルク計測値］を相互点灯表示します。 

・フロントパネル TRQUE／ANGLE ランプは点灯しません。 

・ブザー：ON します。 

異常時の解除方法 

・MODE３：１設定時は次の締付動作にてクリアを行います。 

・設定ケースの キー又は RESET 端子を入力する。 

 

 

ＭＯＤＥ ２（サイクル異常検出選択） 

初期値：０ 

設定値：０ サイクル異常を検出しません。 

設定値：１ サイクル異常を検出します。 

【機能内容】 

・締付時間規制を行いたい場合に使用して下さい。 

・締付トルク計測値が START 設定値に達した時点から TIMER3 設定値以上時間が経過してもトルク計測値が CUT 設定

値に達していない場合にサイクル異常を検出します。 

サイクル異常検出時の出力状態 

・DPM 表示：［ＣＹＬ.Ｅ.］［トルク計測値］を相互点灯表示します。 

・フロントパネル TRQUE／ANGLE ランプは点灯しません。 

・ブザー：ON します。 

・出力ボード使用時：TORQUE NOK を出力します。 

異常時の解除方法 

・MODE3:1 設定時は次の締付動作にて異常を解除します。 

・ キー又は RESET 端子を入力する。 

 

 

ＭＯＤＥ ３（各種締付異常（LO.E./CYL.E./F.E）検出時の次サイクルＵＥＣ作動選択） 

初期値：１ 

設定値：０ 各種異常検出時に異常解除（ キーの ON または RESET 端子の入力）を行わない場合は次サイクル

の締付動作ができず、UEC の作動が不可となります。 

設定値：１ 各種締付異常検出時に、異常解除を行わなくても次の締付動作開始により異常を解除します。 

 

 

ＭＯＤＥ ４（各種上下限異常（トルク／パルス数）検出時の次サイクルＵＥＣ作動選択） 

初期値：１ 

設定値：０ 上下限異常検出時に異常解除（ キーの ON または RESET 端子の入力）を行わなければ次の締付動

作ができません。 

設定値：１ 上下限異常検出時に、異常解除を行わなくても次の締付動作開始により異常を解除します。 
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ＭＯＤＥ ５（締付中断異常検出選択） 

初期値：０  

設定値：０ 締付中断異常を検出しません。 

設定値：１ 締付中断異常を検出します。 

【機能内容】 

・締付トルクが CUT 設定値に達する前にトルク入力が中断してしまった場合に締付中断異常を検出します。（締付

中にツールの起動レバーを放した時など） 

注）最終のトルク値が LOW 設定値以上で OK の範囲に入っている場合でも、CUT 前にトルク入力が中断すると締付中

断異常となります。 

締付中断異常検出時の出力状態 

DPM 表示：［Ｆ.Ｅ.］［トルク計測値］を相互点灯表示します。 

ブザー：ON します。 

TORQUE NOK 端子を出力します。 

異常時の解除方法 

・MODE3：1 設定時は次の締付動作にて解除します。 

・ キー又は RESET 端子を入力する。 

・この機能は MODE9：3 設定時のみ有効となります。 

 

 

ＭＯＤＥ ６（TIMER3 タイム UP 時の強制判定選択） 

初期値：０ 

設定値：０ TIMER3 タイム UP 時の強制判定をしません。 

設定値：１ TIMER3 タイム UP 時の強制判定をします。 

【機能内容】 

・サイクル異常を検出しないで締付時間規制を行いたい場合に使用します。 

・締付トルク計測値が START 設定値に達した時点から TIMER3 設定値以上時間が経過してもトルク計測値が CUT 設定

値に達していない場合に VALVE 出力を行いツールを強制的に停止し、判定を行います。 

・本機能は MODE2：0 設定時のみ有効となります。 

・本機能は UBX-AFZ では使用できません。 

 

 

ＭＯＤＥ ８（ブザー音量） 

本体ブザーの音量を設定します。 

初期値：５ 

設定範囲：０～５  

【機能内容】 

・ブザーの音量を設定します。 

・数値が大きくなるとブザー音も大きくなります。 

・０に設定するとブザーは鳴りません。 

 

 

ＭＯＤＥ ９（締付モードの選択） 

初期値：３ 

設定値：１ トルクモニタリング 

トルク計測値の判定を行います。コントロールは行いません。 

設定値：３ ＭＣレンチ／ＥＣレンチトルクコントロール 

主にＭＣレンチ／ＥＣレンチを使用し、トルク計測値の判定及びコントロールを行います。 
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ＭＯＤＥ １０（スナッグトルク） 

初期値：５．０ 

設定範囲：０．１～９８０．４（START[Min0.1]＜MODE10＜CUT[Max980.5]） 

【機能内容】 

・角度計測開始ポイント。（UBX-AFZ 使用時） 

・ＳＶ２端子の出力開始ポイントです。 

・ＳＶ２端子の用途としてはＳＶ端子と同様圧力切替に使用できます。 

・本体のソフトバージョンが V3.47 より START や CUT を MODE10 との設定条件外に設定した場合、MODE10 の設定値

は自動的に範囲内となる様に変更されます。(旧バージョンでは自動変更機能はありません) 

 

 

ＭＯＤＥ １２（校正比） 

初期値：１．００ 

設定範囲：０．０１～９．９９ 

【機能内容】 

・表示トルクと増締トルクを一致させる為の補正値です。 

 

 
ＭＯＤＥ １３（ツール比） 

初期値：１．００ 

設定範囲：０．０１～９．９９ 

【機能内容】 

・減速器の減速比です。 

・パルスツールのギアタイプなどトルクセンサより先にギアの付いたツールを使用する場合に、ギア比などを入力

します。 

 



 －26－ 

 

 

ＭＯＤＥ １４（締付本数カウント動作選択） 

・締付本数管理を行う場合の管理方法を選択します。 

・ＷＯＲＫ №１～８共通で軸毎の設定です。 

・ＱＬ端子は、本機能にて設けた作業区間外でも入力を受け付けます。 

 

初期値：０ 

 

設定値：０ 常時、締め付けカウントダウン可能状態となりＬＳ１端子の入力により判定を行います。ＣＯＵＮＴ

の設定本数分締め付けを完了すればＣＯＵＮＴ ＯＫとなり、ＬＳ１が入力されると締め付け本数をク

リアし次のワークの締め付け作業が可能となります。ＬＳ１入力時に設定本数分の締め付けが完了し

ていなければＣＯＵＮＴ ＮＯＫとなり、不足分の締め付けを行う事により ＣＯＵＮＴ ＯＫとなり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク 

ワークの流れ 

ＬＳ１ 

作業区間 

ＮＯＫ処理区間 
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設定値：１ 締め付け作業範囲を設けます。ＬＳ１の入力により作業開始（締付本数がセットされワークの締付作

業が可能）となります。ＬＳ２の入力までに設定本数分の締め付けが完了していれば作業終了となり

ます。ＬＳ２の入力時に設定本数分の締め付けが完了していなければＣＯＵＮＴ ＮＯＫとなり、ＮＧ

処理によりＣＯＵＮＴ ＯＫとなると作業終了になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定値：２ ＬＳ１の入力により締め付け作業開始となりＴＩＭＥＲ５０：ライン管理タイマがスタートします。

設定本数分の締め付けが完了するとＣＯＵＮＴ ＯＫとなりＣＯＵＮＴ ＯＫ端子の出力（出力時間は

ＴＩＭＥＲ５：ＣＯＵＮＴ ＯＫ出力タイマにて設定）終了後、次のＬＳ１入力受付可能となります。 

設定本数分の締め付けが完了する前にライン管理タイマがタイムＵＰするとＣＯＵＮＴ ＮＯＫとな

りＮＯＫ処理によりＣＯＵＮＴ ＯＫとなると作業終了になります。 

本機能使用時はＣＯＵＮＴ ＯＫ端子の出力保持（設定値「０」）は設定出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク 

ワークの流れ 

ＮＯＫ処理区間 

ＬＳ１ 

ライン管理タイマ 
判定 

作業区間 

ワーク 
ワークの流れ 

LS2 

締付作業 
NOK 処理区間 

LS1 

作業開始 

LS2 

作業終了 
COUNT クリア 

作業開始 

LS1 

通常動作 作業遅れ 

締付作業 

判定 
（NOK） 

判定 
（OK） 

設定本数 

締付完了 

設定本数 

締付完了 
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設定値：３ リミットスイッチを設置せず、最初の締め付け判定又はＱＬレンチの入力によりＴＩＭＥＲ５０：ラ

イン管理タイマをスタートします。設定本数分の締め付けが完了するとＣＯＵＮＴ ＯＫとなりＣＯＵ

ＮＴ ＯＫの出力（出力時間はＣＯＵＮＴ ＯＫ出力タイマにて設定）がＯＦＦするとＣＯＵＮＴ残数

表示が０から設定本数に戻り、次のワークの締め付け作業可能となります。（ＯＫランプは次のワー

クの締付を開始するまで消灯しません）設定本数分の締め付けが完了する前にライン管理タイマがタ

イムＵＰするとＣＯＵＮＴ ＮＯＫとなりＮＯＫ処理によりＣＯＵＮＴ ＯＫとなると作業終了になり

ます。 

※本機能使用時はＣＯＵＮＴ ＯＫ端子の出力保持（設定値「０」）は設定出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク 

ワークの流れ 

ＮＯＫ処理区間 ライン管理タイマ 

最初の締め付け判定 

判定 

作業区間 
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設定値：４ ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １～４の入力により作業開始となります。設定本数分の締め付けが完了する

とＣＯＵＮＴ ＯＫを出力（出力時間はＴＩＭＥＲ５：ＣＯＵＮＴ ＯＫ出力時間にて設定）します。

設定本数分の締め付けが完了する前にＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴの入力がＯＦＦするとＣＯＵＮＴ ＮＯ

Ｋとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定値：５ ＬＳ １入力により締付残数があってもＣＯＵＮＴ ＮＯＫにせず締付残数のクリアを行います。 

ＬＳ １が入力される前に設定本数分の締付を行った場合はＣＯＵＮＴ ＯＫになります。 

 

 

 

 

ワーク 
ワークの流れ 

ＮＯＫ 

処理区間 ＷＯＲＫ１作業区間 

判定 

ＣＯＵＮＴ ＯＫ出力 

設定本数分の締付完了 

ＷＯＲＫ ４ 

締め付け作業 

ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 入力 

ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 入力 

ＴＩＭＥＲ５設定時間 

ＣＯＵＮＴ ＯＫ の場合 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ の場合 
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ＭＯＤＥ １５（締付確認用ブザー出力の選択） 

初期値：０ 

設定値：０ 締付確認時にブザーを出力しません 

設定値：１ 締付確認時にブザーを出力します 

【機能内容】 

締付ＯＫ時にブザーを１パルス出力し、締付本数カウントＵＰ時にブザーを２パルス出力します。 

 

 

ＭＯＤＥ １６（ツール回転停止機能） 

初期値：０ 

設定値：０ 本機能を使用しません。工程内では常時締付可能。 

設定値：１ カウントＯＫにてツールは回転不可 

【機能内容】 

通常は、作業工程（締め付け本数のカウントダウンが可能な状態）に入るまで VALVE 出力が ON し、ツールが回転動

作不可となります。作業工程に入ると VALVE 出力が OFF しツールが動作可能となります。本機能使用時はカウント

ＯＫになると VALVE 出力が ONとなり次の作業工程に入るまでツールが回転動作不可となります。 

 

 

ＭＯＤＥ １７（無効パルス） 

初期値：２ 

設定範囲：０～２ 

【機能内容】 

トルク計測値が CUTに到達する前に締付を中断した際、パルス数が MODE17設定値以内の場合は締付の判定を行わず、

締付が無効となります。無効となった場合は締付の OK 及び NOK の判定を行わず、トルク表示は締付前の表示に戻り

ます。 

設定値は「２」でご使用下さい。 

トルク計測値が CUT に到達した場合は MODE17 設定値以内の締付でも有効となります。 

本機能は MODE9:3 の場合及び MODE31:4 の場合に動作します。 

 

 

ＭＯＤＥ ２１（パルス数下限値） 

初期値：２ 

設定値：０～９９９８（ＭＯＤＥ２１[Max９９９８]＜ＭＯＤＥ２２[Max９９９９]） 

【機能内容】 

パルス数計測値の下限判定の設定値です。計測トルクが START 値から CUT 値に達するまでのパルス数計測値が MODE

２１設定値を下回った場合は、パルス LOW NOK と判定します。 

パルスＬＯＷ ＮＯＫ検出時の出力状態 

・DPM 表示：［ＰＬＳ．Ｌ．］［トルク計測値］を相互点灯表示します。 

・ブザー：ＯＮします。 

異常時の解除方法 

・MODE４：１設定時は次の締付動作にて解除します。 

・ キー又は RESET 端子を入力する。 
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ＭＯＤＥ ２２（パルス数上限値） 

初期値：１００ 

設定値：１～９９９９（ＭＯＤＥ２１[Max９９９８]＜ＭＯＤＥ２２[Max９９９９]） 

【機能内容】 

パルス数計測値の上限判定の設定値です。トルク計測値が START を超えて CUT に達するまでにパルス数計測値が

MODE２２設定値を上回った場合はパルス HIGH NOK と判定し、VALVE 出力を ON してツールを停止させ、異常表示を

行います。 

パルスＨＩＧＨ ＮＯＫ検出時の出力状態 

・DPM 表示：［ＰＬＳ．Ｈ．］［トルク計測値］を相互点灯表示します。 

・ブザー：ＯＮします。 

異常時の解除方法 

・MODE４：１設定時は次の締付動作にて解除します。 

・ キー又は RESET 端子を入力する。 

 

 

ＭＯＤＥ ２４（トルクＣＵＴ補正条件選択） 

初期値：０ 

設定値：０ トルクＣＵＴ補正値を使用している場合に、締付トルクがトルクＣＵＴ設定値に達し、トルクＣＵＴ

補正値分のパルスをカウントしている間もトルク計測を行い、ピーク値を締付トルク値として表示し、

判定を行います。 

設定値：１ トルクＣＵＴ補正値を使用している場合に、最初にトルクＣＵＴ設定値に達した時のパルスまでをト

ルク計測し、ＣＵＴ値に達したパルス以降のトルク値は無視します。 

 

 

ＭＯＤＥ ２５（トルクＣＵＴ補正値） 

初期値：１ 

設定値：１～５ 

【機能内容】 

・締付トルクがＣＵＴ設定値に達してから設定数の締付パルス計測後にバルブ出力を行い、ツールを停止します。 

・この機能はコントロール方式：3 設定時のみ有効となります。 

・アングルナットランナやＵＯＷなどストールツールをご使用の場合は「１」に設定して下さい。 

※本機能を使用しない場合は「１」に設定して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ ３１（締付状態選択） 

初期値：１  

設定値：０ ツールを使用しません（ツール未接続でもエラーは検出しません） 

設定値：１ トルクセンサ付きのツールを使用します（ツール接続有り） 

設定値：２ ＴＭ型ツール又は QL レンチを使用します。（ツール未接続でもエラーは検出しません） 

設定値：４ AFZ を使用します。（本体バージョン V3.31以降にて対応しています） 

 

 

ＭＯＤＥ ３２（ツールアドレス） 

初期値：０  

設定範囲：０～９９９ 

・ツール毎に割付を行います。 

・軸番ごとの設定です。 
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ＭＯＤＥ ３３（車番） 

初期値：１  

・電源を投入してからの締付完了台数です。 

・ＣＯＵＮＴ設定本数分の締付を行い、端子台のＬＳ１端子入力など次ワークへの切り替わり時に更新されます。 

・入力端子の「車番ＲＥＳＥＴ」又は電源投入により「０」に戻ります。 

 

 

ＭＯＤＥ ３８（締付本数リセット） 

初期値：０  

設定値：１ 修理後本数のみリセットします。 

設定値：２ 総本数及び修理後本数をリセットします。 

【機能内容】 

・選択されている軸にて使用している UBX-AFZ に記憶している締付本数のリセットを行います。 

・ツールの修理やメンテナンス時に使用する機能です。 

 

 

ＭＯＤＥ ４２（警告本数） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９（１００本単位） 

・ツールのメンテナンス時期が来た事を知る為に使用します。 

・次回ツールのメンテナンスを行いたい総締付本数を設定します。 

・総締付本数が警告本数に達すとフロントパネルＷＡＲＮＩＮＧランプが点滅します。 

・１００本単位での表示となっています。 

 

 

ＭＯＤＥ ４３（修理対応本数） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９（１００本単位） 

・ツールの交換時期が来た事を知る為に使用します。 

・ツールの交換を行いたい総締付本数を設定します。 

・総締付本数が修理対応本数に達すとフロントパネルＷＡＲＮＩＮＧランプが点灯します。 

・１００本単位での表示となっています。 

 

 

ＭＯＤＥ ４４（警告パルス数） 

初期値：０  

設定範囲：０～９９９９ （１，０００パルス単位） 

・ツールのメンテナンス時期が来た事を知る為に使用します。 

・次回ツールのメンテナンスを行いたい総締付パルス数を設定します。 

・総締付パルス数が警告パルス数に達すとフロントパネルＷＡＲＮＩＮＧランプが点滅します。 

・１，０００パルス単位での表示となっています。 

 

 

ＭＯＤＥ ４５（修理対応パルス数） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９（１，０００パルス単位） 

・ツールの交換時期が来た事を知る為に使用します。 

・ツールの交換を行いたい総締付パルス数を設定します。 

・総締付パルス数が修理対応パルス数に達すとフロントパネルＷＡＲＮＩＮＧランプが点灯します。 

・１，０００パルス単位での表示となっています。 
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２００７年 

１０月 ５日 

ＭＯＤＥ ４６（ツールデータクリア） 

初期値：０  

設定範囲：０，１ 

・１を書き込む事により総締付本数と総締付パルス数をクリアします。 

・使用しているツールを交換した場合などにクリアを行います。 

ＭＯＤＥ ５０（ＵＥＣ №） 

初期値：１ 

設定値：１～２５  

・UEC-5500 を複数台接続する場合に、各 UEC-5500 に割り付ける番号を設定します。 

・現在未使用です。 

ＭＯＤＥ ６８（ＱＬ信号のデータ記録選択） 

初期値：０  

設定値：０ ＱＬ信号のデータをメモリしません。 

設定値：１ ＱＬ信号のデータを本体及び miniＳＤカードへメモリします。 

・トルク値０．０Ｎｍとしてメモリします。 

※本機能は本体ソフトバージョン V2.21 以降にて対応しています。 

ＭＯＤＥ ６９（ＰＳ信号のデータ記録選択） 

初期値：０  

設定値：０ ＰＳ信号のデータをメモリしません。 

設定値：１ ＰＳ信号のデータを本体及び miniＳＤカードへメモリします。 

・トルク値０．０Ｎｍとしてメモリします。 

※本機能は本体ソフトバージョン V2.21 以降にて対応しています。 

ＭＯＤＥ ７０（ＳＤカードの異常リセット動作選択） 

初期値：０  

設定値：０ 手動リセット 

設定値：１ 自動リセット 

※本機能は本体ソフトバージョン V2.21 以降にて対応しています。 

ＭＯＤＥ ７１ （年月日） 

初期値：出荷時は現在の年月日が設定されています。 

【機能内容】 

・年月日をそれぞれ２桁で入力します。 

・２００７年１０月５日の場合は 

「０７１００５」と入力します。 

・表示は下の様になります。 
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ＭＯＤＥ ７２ （時刻） 

初期値：出荷時は現在の時刻が設定されています。 

設定範囲：００００～２３５９（０時０分～２３時５９分） 

・時刻の設定を行います 

・現在の時刻が１５時１０分の場合は 

「１５１０」と入力します。 

・表示は下の様になります。 

ＭＯＤＥ ７３ （ＳＤカードへの設定値保存） 

【機能内容】 

設定値を miniＳＤカードへ保存します。保存した設定値はパソコンの設定用ソフトにて読み込む事が出来ます。 

使用方法 

・書き込みモード（ＭＯＤＥ９９）時に操作可能になります。 

・ ・ ・ ・ とキー入力すると、ＤＰＭに と表示し、再度 キーを入力すると、設定

値の保存を実行します。 

・保存日の名称のフォルダが作成されその中にファイル名称が保存日で拡張子「.SDT」にて保存されます。 

例） 

２００８年８月１３日に設定値の保存を行うと 

「\SD080813\SD080813.SDT」というファイルに保存されます。 

ＭＯＤＥ ７４ （ＳＤカードフォーマット） 

【機能内容】 

・miniSD カードのフォーマットを行います。 

・初めて使用する miniSD カードはフォーマットを行ってからご使用下さい。 

・フォーマットは UEC-5500 にて行って下さい。パソコンでは行わないで下さい。 

使用方法 

・書き込みモード（ＭＯＤＥ９９）時に操作可能になります。 

・ ・ ・ ・ とキー入力すると、ＤＰＭに と表示し、再度 キーを入力するとフォー

マットを実行します。 

・フォーマット中は が点滅表示し、完了すると表示が消えます。（約５～６０秒） 

※フォーマットを行うとカードに記録されていたデータは消去されます。 

ＭＯＤＥ ７５ （ＳＤカード波形データバッファ機能選択） 

初期値：０  

設定値：０ ＳＤカードでデータ管理用波形データのバッファを行わない 

設定値：１ ＳＤカードでデータ管理用波形データのバッファを行います 

・SD カードを使用しての波形データのバッファを行うか選択します。 

・「１」に設定した場合は、瓜生製のデータ管理システムへ出力する波形データのバッファに（本体に挿入した）

miniSD カードを利用する事でバッファ数が各軸５０回分となります。「０」に設定した場合は各軸３０回分とな

ります。 

１５時 １０分 
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ＭＯＤＥ ７６ （ＳＤカード波形データ記録選択） 

初期値：０  

設定値：０ ＳＤカードへ波形データを記録しない 

設定値：１ ＳＤカードへ波形データを記録する 

・miniSD カードへ波形データを記録するか選択します。 

・【保存可能な波形本数の目安】 

・カード容量：最大保存件数 256MB：2 万件，1GB：8 万件，2GB：16 万本，32GB：256 万本 

※上記保存量はＭＯＤＥ８０（サンプリング選択）が３（５msec）、締付時間が１秒の場合です。締付時間や 

サンプリング設定によって保存可能な波形本数は異なります。 

 

 

ＭＯＤＥ ７７ （ＳＤカード締付データ記録選択） 

初期値：０  

設定値：０ ＳＤカードへ締付データを記録しない 

設定値：１ ＳＤカードへ締付データを記録する 

・SD カードへ締付データ（統計データ）を記録するか選択します。 

【保存可能な最終データ数の目安】 

カード容量：最大保存件数 256MB：10 万件，1GB：40 万件，2GB：80 万件，32GB：1280万件 

 

 

ＭＯＤＥ ８０ （ＳＤカード波形データ内容選択） 

初期値：０  

設定値：０ (１００μsec) 

設定値：１ (１msec)  

設定値：２ (２msec) 

設定値：３ (５msec)  

・ＳＤカードへ保存する波形データのサンプリング周波数を設定します。 

 

 

ＭＯＤＥ ８１ （波形データ内容選択） 

初期値：０  

設定値：０ (１００μsec) 

設定値：１ (１msec)  

設定値：２ (２msec) 

設定値：３ (５msec)  

・設定用ソフトにて波形データ受信を行う場合、計測したトルク波形を 100μsec／1msec／2msec／5msec 間隔の  

データに変換後、設定用ソフトへ出力を行います。 

 

 

ＭＯＤＥ ８２ （メモリ内容の平均値の表示） 

【機能内容】 

・メモリ内容のデータの平均値表示を行います。（ＭＯＤＥ９９：書き込みモード時のみ操作可能） 

・データ計算中に キーをＯＮした場合は計算を中止します。 
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ＭＯＤＥ ８３ （メモリ内容のσ値の表示） 

【機能内容】 

・メモリ内容のデータのσ値表示を行います。（ＭＯＤＥ９９：書き込みモード時のみ操作可能） 

・データ計算中に キーをＯＮした場合は計算を中止します。 

 

 

ＭＯＤＥ ８４ （メモリ内容の３σ±％値の表示） 

【機能内容】 

・メモリ内容のデータの３σ±％値表示を行います。（ＭＯＤＥ９９：書き込みモード時のみ操作可能） 

・データ計算中に キーをＯＮした場合は計算を中止します。 

 

 

ＭＯＤＥ ８５ （メモリ内容のＣＰ値の表示） 

【機能内容】 

・メモリ内容のデータのＣＰ値表示を行います。（ＭＯＤＥ９９：書き込みモード時のみ操作可能） 

・選択されているＷＯＲＫ Ｎｏ．の設定値（ＬＯＷ・ＨＩＧＨ）により計算されます。 

・データ計算中に キーをＯＮした場合は計算を中止します。 

 

 

ＭＯＤＥ ８６ （メモリ内容のＣＰＫ値の表示） 

【機能内容】 

・メモリ内容のデータのＣＰＫ値表示を行います。（ＭＯＤＥ９９：書き込みモード時のみ操作可能） 

・選択されているＷＯＲＫ Ｎｏ．の設定値（ＬＯＷ・ＨＩＧＨ）により計算されます。 

・データ計算中に キーをＯＮした場合は計算を中止します。 

 

 

ＭＯＤＥ ８７ （メモリ内容のブロック選択） 

初期値：０ 

設定値：０ ＷＯＲＫ Ｎｏ．に関係なく、各軸最大１６，０００個のメモリ（記憶）ができ、各軸１６，０００個

以上の入力があれば旧いデータから更新します。 

設定値：１ 各軸のＷＯＲＫ Ｎｏ．毎に最大２、０００個のメモリができ、各ブロックに２，０００個以上の入力

があれば旧いデータから更新します。 

【機能内容】 

・測定データのメモリを軸毎に行うか、各軸のＷＯＲＫ Ｎｏ．毎のブロックで行うか選択できます。 

・平均値、ＣＰＫなどの計算は各ブロック毎に行います。 

 

 

ＭＯＤＥ ８８ （メモリ内容選択） 

初期値：０ 

設定値：０ 締付データのメモリを行いません。 

設定値：１ 工程に関係なく、締付を行った本数の全てをメモリします。 

記憶数のＭＡＸから「－１０本」（１５９９０本又は１９９０）になった時に、ブザーをＯＮし、   

「ＣＯＵＰ」と表示します。RESET 端子又はで消灯しますが、その後も締付を行うと、ブザー及び   

「ＣＯＵＰ」表示を行います。 

設定値：２ 設定値：１と同様の内容で、ＭＡＸ時の警告を行いません。 

設定値：３ 締付データの内、ＯＫデータのみをメモリし、ＭＡＸ時の警告出力を行います。 

設定値：４ 設定値：３と同様の内容で、ＭＡＸ時の警告を行いません。 

【機能内容】 

・メモリを行う内容及びメモリＭＡＸ時の警告有無の選択ができます。 

・設定値を変更するとメモリされているデータを全てクリアします。 
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ＭＯＤＥ ８９ （メモリ内容のクリア） 

【機能内容】 

・選択されているＷＯＲＫ Ｎｏ．にメモリされているデータを全てクリアします。 

・書き込みモード（ＭＯＤＥ９９）時に操作可能になります。 

・ ・ ・ ・ とキー入力すると、ＤＰＭに「－ＣＬＥ」と表示し、再度 キーを入力すると、

データの消去を実行します。 

・パソコンを接続し、設定ソフト、統計画面のＦ.９メモリクリアでもクリアできます。 

ＭＯＤＥ ９８ （本体速度選択） 

初期値：２ 

設定値：０ 通信速度を 9600bps に設定します。 

設定値：１ 通信速度を 19200 bps に設定します。 

設定値：２ 通信速度を 38400 bps に設定します。 

設定値：３ 通信速度を 57600 bps に設定します。 

設定値：４ 通信速度を 115200 bps に設定します。 

【機能内容】 

・ＵＥＣ本体と設定用パソコンとのＲＳ２３２Ｃでの通信速度を設定します。 

ＭＯＤＥ １０１～１１２（入力端子割付選択） 

【機能内容】 

・入力端子（ＩＮ １～１２）に割り付ける機能の設定を行います 

設定値 名称 設定値 名称 

１ １番軸 ＬＳ １ ２８ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 

２ １番軸 ＬＳ ２ ２９ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

３ ２番軸 ＬＳ １ ３０ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

４ ２番軸 ＬＳ ２ ３１ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 

５ ３番軸 ＬＳ １ ３２ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

６ ３番軸 ＬＳ ２ ３３ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

７ ４番軸 ＬＳ １ ３４ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 

８ ４番軸 ＬＳ ２ ３５ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

９ 全軸  ＲＥＳＥＴ ３６ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

１０ １番軸 ＲＥＳＥＴ ３７ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ａ 

１１ ２番軸 ＲＥＳＥＴ ３８ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｂ 

１２ ３番軸 ＲＥＳＥＴ ３９ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ Ｃ 

１３ ４番軸 ＲＥＳＥＴ ４０ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 

１４ 全軸  ＰＡＳＳ ４１ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

１５ １番軸 ＰＡＳＳ ４２ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

１６ ２番軸 ＰＡＳＳ ４３ １番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

１７ ３番軸 ＰＡＳＳ ４４ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 

１８ ４番軸 ＰＡＳＳ ４５ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

１９ ＳＰ．№ ＳＥＬＥＣＴ ４６ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

２０ １番軸 ＱＬ ４７ ２番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

２１ ２番軸 ＱＬ ４８ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 

２２ ３番軸 ＱＬ ４９ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

２３ ４番軸 ＱＬ ５０ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

２４ １番軸 ＰＳ ５１ ３番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

２５ ２番軸 ＰＳ ５２ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ １ 

２６ ３番軸 ＰＳ ５３ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ２ 

２７ ４番軸 ＰＳ ５４ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ３ 

５５ ４番軸 ＷＯＲＫ ＳＥＬＥＣＴ ４ 

５６ 車番ＲＥＳＥＴ 
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ＭＯＤＥ １２１～１２８（出力端子割付選択） 

【機能内容】 

・出力端子に割り付ける機能の設定を行います 

設定値 名称 設定値 名称 

１ ＣＰＵ ＲＵＮ ２８ ３番軸 交換 

２ １番軸 OPERATION RANGE ２９ ４番軸 交換 

３ ２番軸 OPERATION RANGE ３０ １番軸 ＳＶ 

４ ３番軸 OPERATION RANGE ３１ ２番軸 ＳＶ 

５ ４番軸 OPERATION RANGE ３２ ３番軸 ＳＶ 

６ １番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ ３３ ４番軸 ＳＶ 

７ ２番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ ３４ １番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

８ ３番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ ３５ １番軸 ＷＯＲＫ ２ アンサー 

９ ４番軸 ＣＯＵＮＴ ＯＫ ３６ １番軸 ＷＯＲＫ ３ アンサー 

１０ １番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ ３７ １番軸 ＷＯＲＫ ４ アンサー 

１１ ２番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ ３８ ２番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

１２ ３番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ ３９ ２番軸 ＷＯＲＫ ２ アンサー 

１３ ４番軸 ＣＯＵＮＴ ＮＯＫ ４０ ２番軸 ＷＯＲＫ ３ アンサー 

１４ １番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ ４１ ２番軸 ＷＯＲＫ ４ アンサー 

１５ ２番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ ４２ ３番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

１６ ３番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ ４３ ３番軸 ＷＯＲＫ ２ アンサー 

１７ ４番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＯＫ ４４ ３番軸 ＷＯＲＫ ３ アンサー 

１８ １番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ ４５ ３番軸 ＷＯＲＫ ４ アンサー 

１９ ２番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ ４６ ４番軸 ＷＯＲＫ １ アンサー 

２０ ３番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ ４７ ４番軸 ＷＯＲＫ ２ アンサー 

２１ ４番軸 ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫ ４８ ４番軸 ＷＯＲＫ ３ アンサー 

２２ １番軸 点検 ４９ ４番軸 ＷＯＲＫ ４ アンサー 

２３ ２番軸 点検 ５０ ブザー用出力 

２４ ３番軸 点検 ５１ １番軸 ＳＶ２ 

２５ ４番軸 点検 ５２ ２番軸 ＳＶ２ 

２６ １番軸 交換 ５３ ３番軸 ＳＶ２ 

２７ ２番軸 交換 ５４ ４番軸 ＳＶ２ 

ＭＯＤＥ１３０～１３３ （ＩＰアドレス １～４） 

初期値：００００ 

設定範囲：００００～０２５５ 

【機能内容】 

・コントローラ側のＩＰアドレスを設定します。 

※ＬＡＮ関係の設定変更後、変更した設定を有効にするにはコントローラの電源を OFF→ON して下さい。 

ＭＯＤＥ１３４ （サブネットマスク） 

初期値：８（２５５．２５５．２５５．０） 

設定範囲：１～３１（２５５．２５５．２５５．２５４ ～ １２８．０．０．０） 

※変更後設定を有効にするにはコントローラの電源を OFF→ON して下さい。 
サブネットマスク設定一覧 

設定値 サブネットマスク 設定値 サブネットマスク 設定値 サブネットマスク 

１ ２５５．２５５．２５５．２５４ １１ ２５５．２５５．２４８．０ ２１ ２５５．２２４．０．０ 

２ ２５５．２５５．２５５．２５２ １２ ２５５．２５５．２４０．０ ２２ ２５５．１９２．０．０ 

３ ２５５．２５５．２５５．２４８ １３ ２５５．２５５．２２４．０ ２３ ２５５．１２８．０．０ 

４ ２５５．２５５．２５５．２４０ １４ ２５５．２５５．１９２．０ ２４ ２５５．０．０．０ 

５ ２５５．２５５．２５５．２２４ １５ ２５５．２５５．１２８．０ ２５ ２５４．０．０．０ 

６ ２５５．２５５．２５５．１９２ １６ ２５５．２５５．０．０ ２６ ２５２．０．０．０ 

７ ２５５．２５５．２５５．１２８ １７ ２５５．２５４．０．０ ２７ ２４８．０．０．０ 

８ ２５５．２５５．２５５．０ １８ ２５５．２５２．０．０ ２８ ２４０．０．０．０ 

９ ２５５．２５５．２５４．０ １９ ２５５．２４８．０．０ ２９ ２２４．０．０．０ 

１０ ２５５．２５５．２５２．０ ２０ ２５５．２４０．０．０ ３０ １９２．０．０．０ 

３１ １２８．０．０．０ 
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ＭＯＤＥ１３５～１３８ （デフォルトゲートウェイ） 

初期値：０００ 

※ＬＡＮ関係の設定変更後、変更した設定を有効にするにはコントローラの電源を OFF→ON して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ１３９ （ＴＣＰポート） 

初期値：２１０１ 

設定範囲：０～９９９９ 

コントローラのＴＣＰポートを設定します。 

※ＬＡＮ関係の設定変更後、変更した設定を有効にするにはコントローラの電源を OFF→ON して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ１４０ （接続モード） 

初期値：１ 

設定値：０ コントローラ側をホスト側に設定します。 

設定値：１ コントローラ側をクライアント側に設定します。 

設定用ソフトや瓜生製のデータ管理システムに接続する場合は１に設定して下さい。 

※ＬＡＮ関係の設定変更後、変更した設定を有効にするにはコントローラの電源を OFF→ON して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ１４１～１４４ （リモートホストＩＰアドレス １～４） 

初期値：０００ 

設定範囲：０００～２５５ 

・接続先のＩＰアドレスを設定します。 

※ＬＡＮ関係の設定変更後、変更した設定を有効にするにはコントローラの電源を OFF→ON して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ１４５ （リモートＴＣＰポート） 

初期値：０ 

・接続先のＴＣＰポートを設定します。 

※ＬＡＮ関係の設定変更後、変更した設定を有効にするにはコントローラの電源を OFF→ON して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ １４９ （イーサネット接続モニタ機能） 

表示値：イーサネット接続の状態 

０：ＴＣＰ／ＩＰ未接続 

１：ＴＣＰ／ＩＰ接続中 

１０：設定ソフトモード接続中 

２０：データ送信モード接続中（瓜生製データ収集システム） 

※設定値ではありません。 
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※MODE160 以降は UBX-AFZ 関係の設定項目です。 

 

ＭＯＤＥ１６０ （初期回転速度） 

初期値：２５ (2500[rpm]) 

設定範囲：１０～４８（1000rpm～4800rpm） 

【機能内容】 

・レバーＯＮからスタートトルクに到達するまでの回転速度を設定します。 

 

 

ＭＯＤＥ１６１ （回転速度） 

初期値：３５ (3500[rpm]) 

設定範囲  

電流１ ： １３～４８ （1300～4800[rpm]） 

電流２ ： １７～４８ （1700～4800[rpm]） 

電流３ ： ２１～４８ （2100～4800[rpm]） 

電流４ ： ２５～４８ （2500～4800[rpm]） 

【機能内容】 

・スタートトルク到達後の回転速度を設定します。  

・電流の設定により下限値が変わります。  

 

 

ＭＯＤＥ１６２ （初期電流）  

初期値：３  

設定値：１ （３５％）  

設定値：２ （５５％）  

設定値：３ （７５％）  

設定値：４ （１００％）  

【機能内容】  

・レバーＯＮからスタートトルクに到達するまでのモータの電流を設定します。 

 

 

ＭＯＤＥ１６３ （電流）  

初期値：４  

設定値：１ （３５％）  

設定値：２ （５５％）  

設定値：３ （７５％）  

設定値：４ （１００％）  

【機能内容】  

・スタートトルク到達後のモータの電流を設定します。 

 

 

ＭＯＤＥ１６５ （角度下限値） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９[deg] 

【機能内容】 

・最終角度（スナッグトルクから締付終了までの角度）計測値に対する下限判定値です。 

・判定時に角度計測値が MODE165 設定値に達していなければ角度 LOW NOK となります。 

【角度 LOW NOK 検出時の出力状態】 

・表示：［ＡｎＧ．Ｌ．］ 

・ブザー：ＯＮします。 

・TORQUE NOK 端子を出力します 

【異常時の解除方法】 

・MODE３：１設定時は次の締付動作にてクリアを行います。 

・ キー又は RESET 端子を入力する。 
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ＭＯＤＥ１６６ （角度上限値） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９[deg] 

【機能内容】 

・最終角度（スナッグトルクから締付終了までの角度）計測値に対する上限判定値です。 

・角度計測値が MODE166 設定値を超えると角度 HIGH NOK となります。 

【角度 HIGH NOK 検出時の出力状態】 

・表示：［ＡｎＧ．Ｈ．］ 

・ブザー：ＯＮします。 

・TORQUE NOK 端子を出力します 

【異常時の解除方法】 

・MODE３：１設定時は次の締付動作にてクリアを行います。 

・ キー又は RESET 端子を入力する。 

 

 

ＭＯＤＥ１６７ （フリーラン角度検出） 

初期値：０ 

設定値：０ フリーラン角度異常を検出しません 

設定値：１ フリーラン角度異常を検出します 

【機能内容】 

・主に２度締めの検出に使用します。 

・フリーラン角度（トルク計測値がスタートトルク値に達する前 0.4 秒間の角度計測値）の下限判定を行うか選択

します。 

・フリーラン角度検出選択を１に設定している場合、フリーラン角度が MODE169 を下回っていればフリーラン角度

異常を検出します。 

【フリーラン角度異常検出時の出力状態】 

・表示：［ＦｒＥ．Ｅ．］ 

・ブザー：ＯＮします。 

・TORQUE NOK 端子を出力します 

【異常時の解除方法】 

・MODE３：１設定時は次の締付動作にてクリアを行います。 

・ キー又は RESET 端子を入力する。 

 

 

ＭＯＤＥ１６８ （角度判定選択） 

初期値：０ 

設定値：０ 角度計測値による上下限判定を行いません 

設定値：１ 角度計測値による上下限判定を行います 

【機能内容】 

・角度計測値による上下限判定を行う機能を使用するか選択します。 

 

 

ＭＯＤＥ１６９ （フリーラン角度下限値） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９[deg] 

【機能内容】 

・フリーラン角度（トルク計測値がスタートトルク値に達する前 0.4 秒間の角度計測値）に対する下限値です。 

・MODE167 が「1」設定時（フリーラン角度検出機能を使用する際）に設定します。 
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ＭＯＤＥ１７０ （受信データ選択） 

初期値：０ 

設定値：０ 締付結果データのみ受信する 

設定値：２ 締付結果データ及びトルク波形データと角度波形データを受信する 

設定値：３ 締付毎に締付結果データを受信し、カウントＯＫ時にトルク波形データの一括受信を行う 

設定値：４ 締付毎に締付結果データを受信し、カウントＯＫ時にトルク波形と角度波形の一括受信を行う 

設定値：５ 締付結果データ及びトルク・角度波形データを連結し受信する。（波形データ上限 50 パルス） 

【機能内容】 

・UBX-AFZ 使用時ツールから受信するデータの内容を選択します。 

・設定値０・２・５は締付毎に締付結果データと波形データを受信します。０→５→２の順で受信時間が増える為、

それに伴い次の締付が可能になるまでの時間が必要となります。受信中締付はできません。 

・３及び４設定時は締付毎に締付結果データを受信し、カウントＯＫとなったタイミングで波形データの一括受信

を行います。波形データの一括受信中、締付作業を行う事は出来ません。 

・波形データを受信しない場合は「０」、波形データを受信する場合は「５」が推奨設定です。 

 

 

ＭＯＤＥ１７４ （OFF ディレイタイマ） 

初期値：３００[sec] 

設定範囲：１～９９９９[sec] 

【機能内容】 

・ツールを放してから（グリップスイッチ OFF）設定時間、電源 ON 状態を保持します。 

・OFF ディレイタイマがタイムアップしてもツール保護の為、冷却用ファンは動作を継続している場合があります。 

 

 

ＭＯＤＥ１７５ （フリーラン角度異常検出タイマ） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・フリーラン角度上限値を設定する場合に使用します。フリーラン角度の計測時間です。 

・ワーク毎の設定です。 

・UBX-AFZ にて使用できます。 

 

 

ＭＯＤＥ１７６ （フリーラン角度上限値） 

初期値：０ 

設定範囲：０～９９９９[deg] 

【機能内容】 

・フリーラン角度（トルク計測値がスタートトルク値に達する前 MODE175 設定時間内の角度計測値）に対する上限

値です。 

・フリーラン角度が MODE176設定値を超えた場合にフリーラン角度上限異常となります。 

・ワーク毎の設定です。 

・UBX-AFZ にて使用できます。 

 

 

ＭＯＤＥ１７７ （逆回転速度） 

初期値：０  

設定範囲：０（回転速度設定と同じ）・１０～４８［rpm］ 

【機能内容】 

・ツール逆回転（左回転）時の速度を設定します。 

・ワーク毎の設定です。 

・UBX-AFZ にて使用できます。 
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ＭＯＤＥ１７８ （逆転停止角度） 

初期値：０ 

設定範囲：０・１～９９９９[deg] 

【機能内容】 

・緩め過ぎによるボルトの落下防止などに使用します。 

・設定した角度にて逆回転動作を停止します。 

・逆回転動作を停止させない場合は「０」に設定して下さい。 

・ワーク毎の設定です。 

・UBX-AFZ にて使用できます。 

 

 

ＭＯＤＥ１７９ （逆転カウント） 

初期値：０ 

設定値：０ 使用しない 

設定値：１ 使用する 

【機能内容】 

・締付を行った後で緩めを行った際にカウントを１つ戻す機能です。 

・ワーク毎の設定です。 

・UBX-AFZ にて使用できます。 

 

 

ＭＯＤＥ１８０ （ペアリングチャンネル） 

初期値：０ 初期値 

設定範囲：１～１６［CH］ 

【機能内容】 

・ペアリングを行う際のチャンネルを１～１６CH の中から選択します。 

・ペアリング手順の詳細は別紙「UBX－ＡＦシリーズ操作手順について」を参照して下さい。 

・周辺の電波状況をご確認の上、設定して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ１８１ （ＰＡＮ ＩＤ） 

初期値：１  

設定範囲：１～１２７ 又は ０００１～ＥＥＦＦ 

【機能内容】 

・ＰＡＮ ＩＤの設定を行います。 

・同一チャンネルで複数のツールを使用する際はＰＡＮ ＩＤが被る事のない様に管理・設定して下さい。 

・ペアリング手順の詳細は別紙「UBX－ＡＦシリーズ操作手順について」を参照して下さい。 

・無線完結型ペアリングでは使用しません。 

 

 

ＭＯＤＥ１８２ （ペアリング） 

【機能内容】 

・ディップスイッチ又は PANID 書込みによるペアリングを行います。 

・ペアリング手順の詳細は別紙「UBX シリーズペアリングマニュアル」を参照して下さい。 

・周辺の電波状況をご確認の上、設定して下さい。 

・ペアリングチャンネルを事前に設定しておいて下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ１８５ （無線完結型ペアリング） 

【機能内容】 

・無線完結型のペアリングを行います。 

・ツールのディップスイッチは使用しません。 

・ペアリング手順の詳細は別紙「UBX シリーズペアリングマニュアル」を参照して下さい。 

・周辺の電波状況をご確認の上、設定して下さい。 

・ペアリングチャンネルを事前に設定しておいて下さい。 

・UBX-AFZ にて使用できます。 
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ＭＯＤＥ１８６ （電源投入時のチャンネル・PAN ID受信動作） 

初期値：０ 

設定値：０ MODE180（チャンネル）及び MODE181（PAN ID）に親機より受信した値を表示する 

設定値：１ ＵＥＣと親機とのチャンネル及び PAN ID の照合を行います。 

【機能説明】 

・「１」に設定している場合は、親機（Uzig01）からチャンネルと PAN ID を受信し、MODE180（チャンネル）及び

MODE181（PAN ID）に設定している値と照合を行い、異なっている場合にエラー表示を行います。 

・チャンネルが異なっている場合は「ＣＨ．Ｅ．」PAN ID が異なっている場合は「ｉｄ．Ｅ．」を表示します。 

・「０」に設定している場合は照合・異常検出を行わず、受信したチャンネル及び PAN ID を MODE180／181 に表示

します。 

・全軸共通の設定です。 

・親機から受信するタイミングは電源投入時及びＭＯＤＥ３１を「４」に設定した時です。 

・本機能は本体バージョン V3.73 以上で使用可能です。 

 

 

ＭＯＤＥ１９０ （バッテリータイプ） 

初期値：２ 

設定値：０ ツール側で選択 

設定値：１ １０．８Ｖ 

設定値：２ １４．４Ｖ 

設定値：３ １８Ｖ 

【機能内容】 

・使用するツールのバッテリタイプ（電圧）を選択します。 

・軸毎の設定です。 

・UBX-AFZ にて使用可能です。 

・「０」設定時のツール側ディップスイッチの設定と選択されるバッテリ電圧は下記です。 

1：10.8V ， 2：14.4V ， 3：18V 

 

 

ＭＯＤＥ１９１ （デューティー比） 

初期値：０（１００％） 

設定範囲：０・１～９（１００[％]・１０～９０[％]） 

【機能内容】 

・ツールに内蔵したモータの駆動電圧を１０～１００％の範囲で設定できます。 

・ツールの出力調整を行う事ができます。 

・ワーク毎の設定です。 

・UBX-AFZ にて使用可能です。 

 

 

ＭＯＤＥ１９５ （PAN ID 選択） 

初期値：０ 

設定値：０ PAN ID の入力範囲が１～１２７での入力（主にディップスイッチでのペアリング時に使用） 

設定値：１ PAN ID の入力範囲が０００１～ＥＥＦＦ（アルファベットはキーの長押しにて入力） 

【機能内容】 

・MODE181（PAN ID）の入力範囲を選択します 

・本機能は本体バージョン V3.73 以上、ツールは UBX-AFZにて使用可能です。 

 

 



 －45－ 

 

 

ＭＯＤＥ１９６ （周辺 PAN ID スキャン） 

初期値：０ 

設定値：０ 本機能を使用しません。（ペアリングの際に周辺 PAN ID スキャンを行いません） 

設定値：１ ペアリングを開始する際に周辺 PAN ID スキャンを行います。 

【機能内容】 

・周辺に弊社製品以外の ZigBee 搭載機器がある場合やペアリング中の弊社製品が存在する環境でも無線完結式の

ペアリングを行う事ができます。 

・ペアリング手順の詳細は別紙「UBX シリーズペアリングマニュアル」を参照して下さい。 

・周辺 PANID スキャン実行中はペアリング対象のツールの電源を ON しないで下さい。 

・本機能は本体バージョン V3.73 以上で使用可能です。 
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11.3.ＴＩＭＥＲ設定 

 

 

ＴＩＭＥＲ １ （締付判定遅延タイマ） 

初期値：３００[msec] 

設定範囲：５０～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・締め付け完了（ＣＵＴ到達後）から、判定出力を行うまでの遅延タイマです。 

・コントロール動作時のトルク計測終了ポイントとして使用します。 

・カット動作後からのトルク飛び跳ね量の計測を考慮して設定して下さい。 

【設定値の目安】 

・パルスツール使用時は 300[msec] 

・UBX-AFZ シリーズ使用時は 100[msec] 

・ストール締めツール使用時は 500[msec]以上 

※トルクＣＵＴ値到達前はＴＩＭＥＲ ７（ＣＵＴ前判定遅延タイマ）が機能します。 

 

 

ＴＩＭＥＲ ２ （初期異常（LO.E.）検出タイマ） 

初期値：５００[msec] 

設定範囲：１～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ＭＯＤＥ１：１時に設定して下さい。 

・２度締めなどの検出に使用します。 

・タイマの作動開始ポイントはトルクがＳＴＡＲＴ設定値到達時より開始します。 

 

 

ＴＩＭＥＲ ３ （サイクル異常（CYL.E.）検出タイマ） 

初期値：５０００[msec] 

設定範囲：１～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ＭＯＤＥ２：１時に設定して下さい。 

・タイマの作動開始ポイントはトルクがＳＴＡＲＴ設定値到達時より開始します。 

 

 

ＴＩＭＥＲ ４ （締付ＯＫ出力タイマ） 

初期値：９９９９［msec］ 

設定範囲：０～９９９９［msec］ 

【機能内容】 

・端子台のＴＯＲＱＵＥ ＯＫ端子出力時間を設定する為のタイマ設定値です。 

・タイマ動作中に次の締付を開始すると出力をＯＦＦします。 

・０に設定すると次の締付開始まで出力を保持します。 

・UBX-AFZ 使用時は締付開始により出力を OFF する事ができない為、次の締付 OK までに一旦 OFF できる時間（目安

としては 500～1000 程度）に設定して下さい。（実際の締付間隔を考慮し設定して下さい） 

 

 

ＴＩＭＥＲ ５ （ＣＯＵＮＴ ＯＫ端子出力タイマ） 

初期値：９９９９[msec] 

設定範囲：０～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ＣＯＵＮＴ ＯＫ端子出力ＯＮ時間を設定する為のタイマ設定値です。 

・タイマ動作中に次の締付本数管理が開始すると出力をＯＦＦします。 

・０に設定すると次の締付本数管理開始まで出力を保持します。 

・ＭＯＤＥ１４：３使用時は「０」に設定できません。 
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ＴＩＭＥＲ ６ （トルク計測タイミング遅延タイマ） 

初期値：２０[msec] 

設定範囲：０～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・トルク計測値がＳＴＡＲＴ設定値到達時よりタイマが作動し、タイム UP からトルク計測を開始します。（タイム

UP まではトルク計測を行いません。） 

・ボルト／ナットの着座時に起こるトルク値の飛び跳ねを計測しない様にする為に使用します。 

・設定値：０はスタートレベルに到達した時点からトルク計測を行います。 

ＴＩＭＥＲ ７ （ＣＵＴ前判定遅延タイマ） 

初期値：０[msec] 

設定範囲：０ 及び ５０～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ＣＵＴ前に締付を中断した場合、判定出力を行うまでの遅延タイマです。 

・ワークの特性などにより、CUT 到達前に本タイマがタイムアップしてしまう場合にはタイマを延ばすなどの調整

を行って下さい。 

【設定値の目安】 

・パルスツール使用時は３００[msec] 

・アングルナットランナなどストール締めツール使用時は５００[msec] 

※「０」設定時はＴＩＭＥＲ１と同じ値にて動作します。 

※トルクＣＵＴ値到達後は従来のＴＩＭＥＲ １（判定遅延タイマ）が機能します。 

ＴＩＭＥＲ １０ （ＱＬレンチチャタリング防止タイマ） 

初期値：１００[msec] 

設定範囲：０～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ＱＬレンチ使用時にチャタリングが発生し、一回の締付で２回以上カウントしない為の設定です。 

・ＱＬの入力がＯＦＦしてから設定時間以内に再度入力がＯＮした場合は２回目のカウントダウンを行いません。 

ＴＩＭＥＲ １３ （ＴＭツールバルブＯＮタイマ） 

初期値：７００[msec] 

設定範囲：１～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ＴＭツール使用時の締付時間を設定します。 

・ＰＳ端子入力がＯＮするとＴＩＭＥＲ１３がスタートします。 

・ＴＩＭＥＲ１３動作中にＰＳ端子入力がＯＦＦするとＴＩＭＥＲ１３はリセットされます。 

ＴＩＭＥＲ １４ （ＴＭツールバルブＯＦＦタイマ） 

初期値：８００[msec] 

設定範囲：１～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ＴＭ型ツール使用時のバルブＯＦＦ（ツール停止）時間です。 

・ＴＩＭＥＲ１３タイムＵＰによりＴＩＭＥＲ１４がスタートし、ＴＩＭＥＲ１４の動作中はＶＡＬＶＥ端子出力

がＯＮ（バルブＯＦＦ）となりツールが停止します。 
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ＴＩＭＥＲ２０ （バルブ復帰タイマ） 

初期値：３００[msec] 

設定範囲：１～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・締付トルクがＣＵＴ値に達しバルブ出力によりツールが停止後、ＴＩＭＥＲ１のタイムＵＰからタイマがスター

トし、タイムＵＰにより、バルブを復帰させます。 

 

 

ＴＩＭＥＲ４０ （ピン合わせ用タイマ） 

初期値：０[msec] 

設定範囲：０～９９９９[msec] 

【機能内容】 

・ボルトのピンなどの位置合わせ時に使用します。 

・トルク判定時からタイマがスタートし、タイムＵＰまでトルク計測を行いませんので、その間に追い締めにより

ピンの位置を合わせます。 

※この機能を使用しない場合は０に設定して下さい。 

 

 

ＴＩＭＥＲ５０ （ライン管理用タイマ） 

初期値：１００[sec] 

設定範囲：１～９９９９[sec] 

【機能内容】 

・ＭＯＤＥ１４が２又は３時に設定して下さい。ライン管理を時間により行う為のタイマです。 

※本タイマは［ｓｅｃ］単位となっています。 

※ワーク毎の設定です。 
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11.4.その他のＭＯＤＥについて 

 

 

ＭＯＤＥ １８ （ＺＥＲＯ点値表示） 

・書き込みモード中にＭＯＤＥ１８を選択する事により、ＺＥＲＯ点値のＤＰＭ表示を行います。 

・ＺＥＲＯ点がずれていた場合、ＺＥＲＯ点中に キーを入力すると、ずれを補正します。（ずれが定格値の 20％

以内であれば補正を行います。） 

・ キーを入力する事により、トルク計測表示に戻ります。 

※書き込みモード（ＭＯＤＥ９９）時のみ、操作可能となります。 

 

 

ＭＯＤＥ １９ （締付時間表示） 

・ＭＯＤＥ１９を選択すると、ＤＰＭに、直前の締付の締付時間（START 設定値を超えてから CUT 設定値に達するま

での時間）の表示を行います。２秒経過すると自動的に計測値の表示へ戻ります。 

 

 

ＭＯＤＥ ２０ （パルス数表示） 

・ＭＯＤＥ２０を選択する事により、パルス数のＤＰＭ表示を行います。 

・トルク計測表示に戻す場合は、再度 キーを入力して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ ３４ （角度値表示） 

・UBX-AFZ にて締付を行なった後、ＭＯＤＥ３４を選択する事により、締付角度値のＤＰＭ表示を行います。 

・トルク計測表示に戻す場合は、再度 キーを入力して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ ３５ （フリーラン角度値表示） 

・UBX-AFZ にて締付を行なった後、ＭＯＤＥ３５を選択する事により、フリーラン角度値のＤＰＭ表示を行います。 

・トルク計測表示に戻す場合は、再度 キーを入力して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ ３６ （総締付本数表示） 

・使用中の UBX-AFZ にてこれまでに行った締付本数のＤＰＭ表示を行います。 

・トルク計測表示に戻す場合は、再度 キーを入力して下さい。 

・本数のクリアはＭＯＤＥ３８にて行います。 

・キー操作 ･ ･ ･  で下 4 桁を表示後、 で上 2 桁を表示します。 

 

 

ＭＯＤＥ ３７ （修理後本数表示） 

・使用中の UBX-AFZ にて修理後に行った締付本数のＤＰＭ表示を行います。 

・トルク計測表示に戻す場合は、再度 キーを入力して下さい。 

・本数のクリアはＭＯＤＥ３８にて行います。 

・キー操作 ･ ･ ･  で下 4 桁を表示後、 で上 2 桁を表示します。 
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ＭＯＤＥ１４９ （イーサネット接続モニタ機能） 

表示値：イーサネット接続の状態 

０：ＴＣＰ／ＩＰ未接続 

１：ＴＣＰ／ＩＰ接続中（ＴＣＰ／ＩＰは接続出来ていますが上位通信との接続は確立しておりません。） 

１０：設定ソフトモード接続中 

２０：データ送信モード接続中 

 

・ＴＣＰ／ＩＰ接続中状態の時４番軸 WORK№表示の小数点ランプが点滅を行い、上位通信との接続が確立すると点

灯となります。 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＯＤＥ１８２ （ディップスイッチでのペアリング） 

・ツール後面のディップスイッチを使用しペアリングを行います。 

・書込モードにて MODE182 を選択し、ペアリングを行う軸番を入力します。TORQUE 表示部が「----」となりますの

でツール側をペアリング状態にします。ペアリングが完了すると表示が「  0.0」に戻ります。 

・ペアリング手順の詳細は別紙「UBX シリーズペアリングマニュアル」を参照して下さい。 

 

 

ＭＯＤＥ１８５ （無線完結型ペアリング） 

・無線完結型のペアリングを行います。 

・ツールのディップスイッチは使用しません。 

・ペアリング手順の詳細は別紙「UBX シリーズペアリングマニュアル」を参照して下さい。 

・周辺の電波状況をご確認の上、設定して下さい。 

・ペアリングチャンネルを事前に設定しておいて下さい。 

・UBX-AFZ にて使用できます。 

 

 

消灯：ＴＣＰ／ＩＰ未接続 

点滅：ＴＣＰ／ＩＰ接続中 

点灯：接続中 
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12.機能説明 

 

12.1.締付制御仕様 

締付制御の仕様を３種類から選択できます。 

１）トルクモニタリング(MODE9:1) 

２）ＭＣ／ＥＣレンチトルクコントロール(MODE9:3) 

３）UBX－ＡＦＺトルクコントロール角度モニタリング(MODE31:4) 

 

 

１）トルクモニタリング MODE9:1 

主にアングルＮ Ｒ
ナットランナ

（エア）にてトルク計測値のモニタを行う時に使用します。START 設定値以上のトルクが入力

された時からトルク計測を開始し、START 設定値を下回った時より TIMER 1 後に判定出力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ＭＣ／ＥＣレンチ トルクコントロール MODE9:3 

MC レンチ又は EC レンチのトルク制御を行います。START 設定値以上のトルクが入力された時からトルク計測を開

始し CUT 設定値に達すると VALVE を出力しツールを停止します。判定出力はトルク計測値が START 設定値を下回

ってから TIMER 1（判定遅延タイマ）後です。CUT 到達前に締付を中止した場合は TIMER1 ではなく TIMER7（CUT

前判定遅延タイマ）後に判定を行います。 

TIMER 6 設定時は、START 設定値以上のトルクが入力されると TIMER 6 がスタートし、TIMER 6 のタイムアップ後

からトルク計測を開始する事により、ボルト着座時の、トルク表示値の飛び跳ねをキャンセルします。 

START からパルス数が 2 パルス以内で締付を中止した場合は MODE17（無効パルス）が動作し、トルク

計測を中止し、その時の締付に付いては締付 ON/NOK の判定を行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TIMER 1 設定 

START 

開始 

終了 

締付トルク 

トルク計測 

０ 

 

TIMER 1  

START 

開始 

終了 

締付トルク 

トルク計測 

０ 

 

CUT 

TIMER20  

VALVE 出力 ON 

OFF 

TIMER 6  

CUT到達 
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３）ＵＢＸ－ＡＦＺトルクコントロール角度モニタリング MODE31:4 

UBX－AFZ（ZigBee 無線機を搭載したバッテリパルスツール）のトルク制御・角度計測値モニタを行います。 

START設定値以上のトルクが入力された時からトルク計測を開始し、CUT設定値に達するとツールが停止します。

TIMER 6 設定時は、START 設定値以上のトルクが入力されると TIMER 6 がスタートし、TIMER 6 のタイムアップ後

からトルク計測を開始する事により、ボルト着座時の、トルク計測値の飛び跳ねをキャンセルします。 

判定はトルク計測値が START 設定値を下回ってから TIMET1（判定遅延タイマ）後です。CUT 到達前に締付を中止

した場合は TIMER1 ではなく TIMER7（CUT 前判定遅延タイマ）後に判定を行います。 

START 到達前は MODE160：初期回転速度、MODE162：初期電流にて動作し、START 到達後は MODE161：

回転速度、MODE163：電流にて動作します。 

START からパルス数が３パルス以内で締付を中止した場合は MODE17（無効パルス）が動作し、トルク

計測を中止し、その時の締付に付いては締付 ON/NOK の判定を行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリーラン角度 ：START トルク検出前 400msec から START トルクまでの角度です。 

角度（最終角度）：MODE10（スナッグトルク）から CUT 後 10msec までの角度計測値です。 

※着座時の飛び跳ねなどで、TIMER6 の動作中にスナッグトルクを検出した場合は、タイムアップ後にスナッグ

トルクの再検出を行います。 

 

 

 

 

 

 

TIMER1 

START 

開始 

終了 

締付トルク 

締付角度 

トルク計測 

０ 

 

CUT 

TIMER6 

角度波形 

フリーラン角度 角度（最終角度） 

トルク波形 

MODE10 

MODE160:初期回転速度 

MODE162：初期電流 

MODE161:回転速度 

MODE163：電流 

START 到達 

モータ出力 

CUT到達 

MODE10到達 
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12.2.計測値上下限判定 

 

ＵＥＣではトルク・角度・パルス数 の計測値が上下限範囲内であるか否かの判定を行うことができます。 

上下限判定は締付終了時までのトルク・パルス数の計測値により行います。 

トルク計測値の上下限範囲は、上限値：HIGH 設定・下限値：LOW 設定により設定されます 

パルス数計測値の上下限範囲は、上限値：MODE22 設定・下限値：MODE21 設定により設定されます。 

UBX-AFZ 使用時、5500 よりツールへ設定値送信後にワーク切換などにより 5500 側の設定値が変化する場合が考えられ

るため、ツール側で OK 判定を行った後、5500 側で受信したデータがトルク上下限範囲内か再確認を行い、範囲外の場

合は締付 NOK と判定します。 

 

 

［ 判定 ］ 

（１）計測値が上下限範囲内の場合の判定（ＯＫ） 

・フロントパネルＯＫ ＬＥＤ（緑色）が点灯します。 

・ツールＬＥＤが緑色に点灯します。（ツールにＬＥＤランプが付いている場合） 

・ＴＯＲＱＵＥ ＯＫが出力します。 

・ＭＯＤＥ１５：１設定時はブザー出力が１パルスＯＮします。（ＣＯＵＮＴ ＯＫ時は２パルスＯＮ） 

 

（２）トルク計測値が上限値以上の場合の判定（ＨＩＧＨ ＮＯＫ） 

・フロントパネルＨＩＧＨ ＬＥＤ（赤色）が点灯します。 

・ツールＬＥＤが赤色に点灯します。 

・ブザー出力がＯＮします。 

・ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫが出力します。 

 

（３）パルス数計測値が上限値以上の場合の判定 

・ＤＰＭ「ＰＬＳ.Ｈ.」／トルク値の相互表示します。 

・ツールＬＥＤが赤色に点灯します。 

・ブザー出力がＯＮします。 

・ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫが出力します。 

 

（４）トルク計測値が下限値以下の場合の判定（ＬＯＷ ＮＯＫ） 

・フロントパネルＬＯＷ ＬＥＤ（黄色）が点灯します。 

・ツールＬＥＤが黄色に点灯します。 

・ブザー出力がＯＮします。 

・ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫが出力します。 

 

（５）パルス数計測値が下限値以下の場合の判定 

・ＤＰＭ「ＰＬＳ.Ｌ.」／トルク値の相互表示します。 

・ツールＬＥＤが黄色に点灯します。 

・ブザー出力がＯＮします。 

・ＴＯＲＱＵＥ ＮＯＫが出力します。 
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12.3.トルク変化量ゾーン監視機能 

ＣＵＴ設定値 

 

０ 

ＴＩＭＥＲ ２ 

ＴＩＭＥＲ ３ 

注）直線的なトルク変化の場合です。 

１）初期異常検出［ＬＯ．Ｅ．］ 

トルクがスタートレベル設定値から CUT 設定値に達するまでの経過時間が、規定時間（TIMER2

設定値）よりも短い場合に異常を検出します。 

［設定値］ 

・ＭＯＤＥ １：１ 

・ＴＩＭＥＲ ２：１～９９９９[msec] 

［設定方法］ 

・通常締付の締付時間（トルク値のスタートレベルから CUTレベル通過までの経過時間）を参考

にして設定値を決めて下さい。 

・経過時間の測定は、MODE19（キー操作： ・ ・ ・ ）により決めて下さい。 

２）サイクル異常検出［ＣＹＬ．Ｅ．］ 

締付時間が、規定時間（TIMER3設定）を超えた場合に異常を検出します。 

［設定値］ 

・ＭＯＤＥ ２：１ 

・ＴＩＭＥＲ ３：１～９９９９[msec] 

［設定方法］ 

・通常締付の締付時間を参考にして設定値を決めて下さい。 

・経過時間の測定は、MODE19（キー操作： ・ ・ ・ ）により決めて下さい。 

サイクル異常 

ＳＴＡＲＴ設定値 

トルク 

経過時間 

初期異常 
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13.トルクセンサ配線診断 

 

トルクセンサの故障、トルクセンサケーブルの断線／短絡の検出を行う機能です。異常検出は ZERO

／CALチェック機能で検出します。 

 

 

13.1.異常検出方法について 

１）ＺＥＲＯチェック 

トルクセンサに負荷トルクが加わっていない状態でのトルクセンサ出力電圧０[V]よりの変動値

をチェックする機能です。異常検出条件は ZERO 点変動値（DPM 表示 ZERO 点表示値）が CAL 設定

値の±６％範囲外の場合です。 

 

２）ＣＡＬチェック 

UECに接続しているトルクセンサの配線・センサ仕様と SENSOR設定値とのマッチングをチェック

します。 

異常検出方法はUECが擬似的にトルクセンサが定格負荷印可状態と同状態にしてトルクセンサ出

力信号が CAL設定値の 100±6％範囲内であるかチェックします。 

SENSOR設定値により、疑似トルクセンサ定格負荷印可状態にする各センサ仕様別の選択を行いま

す。 

上記動作により、ＵＥＣにトルクセンサが正常に接続されていない場合、センサ仕様と SENSOR

設定値とのマッチング不良時の異常検出を行う事ができます。 

 

 

13.2.ＺＥＲＯ／ＣＡＬチェック実施タイミング 

・ＵＥＣ電源投入時の自己診断機能実施時 

・ＲＥＳＥＴ端子入力時 

・ キー入力時 

・設定ソフトの「ＺＥＲＯ点調整」画面で「F･6 ｾﾞﾛ CAL」入力時 

 

異常検出時の出力状態 

・ＤＰＭ表示（ＺＥＲＯエラー時）：［０.Ｅ.］［トルク計測値］の相互点灯表示します。 

・ＤＰＭ表示（ＣＡＬエラー時）：「ＣＡＬ.Ｅ.」［トルク計測値］の相互点灯表示します。 

・ブザーの出力ＯＮします。 
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14.オートＺＥＲＯ 

 

トルク値を正確に計測するための機能で、トルクセンサのＺＥＲＯ点変動によるトルク計測誤差の自

動補正をします。ZERO チェック時の ZERO 点変動値を記憶してトルクセンサ出力信号よりのトルク換

算時に ZERO 点変動値を補正（加減算）する事により、締付制御実施時のみのトルク変化量を計測す

る事ができます。ZERO／CAL エラーの場合、上記機能は動作しません。 

 

オートＺＥＲＯ実施時の動作例 

１）オートＺＥＲＯ実施時にＺＥＲＯ点変動値がプラス側の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）オートＺＥＲＯ実施時にＺＥＲＯ点変動値がマイナス側の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートＺＥＲＯ実施タイミング  

ＺＥＲＯ／ＣＡＬチェックを実施後に作動を行います。  

・ UEC 電源投入時の自己診断実施時  

・ キー又は RESET 端子入力時  

 

オートＺＥＲＯ実施ポイント 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

絶対０ 

＋側 

－側 

トルク計測状態 

絶対トルク 

オートＺＥＲＯ実施ポイント 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

トルク変化量 

（トルク計測値） トルクセンサ 

出力信号 

絶対０ 

＋側 

－側 

トルク計測状態 

絶対トルク 

トルク変化量 

（トルク計測値） 

トルクセンサ 

出力信号 
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15.トルク波形測定方法 

 

メモリーハイコーダまたはメモリスコープ等にてトルク波形測定を実施する場合の測定方法を下記に示し

ます。 

 

 

①設定値が正しく設定されているか確認します。 

（特にＵＥＣに接続したトルクセンサ仕様とトルクセンサ設定値のマッチング及びＣＡＬ値が正しく

設定されているか確認して下さい。） 

 

②波形測定機器をＵＥＣに接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ＣＡＬ波形高さ（定格トルク印可時の電圧）を測定する為 キーを押して下さい。（ＣＡＬチェ

ックを行います） 

 

④ＣＡＬ波形高さを確認して波形取り機器の設定、調整を行います。 

 

⑤トルク波形測定を実施して下さい。 

 

 

 

 

ＪＩＳ Ｃ６５６０小型単頭プラグφ３．５×１５ 

メモリハイコーダ 等 
黒 

赤 
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16.ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ ＰＵＴ 端子 

 

トルクセンサ出力信号を１０００倍増幅・フィルタ処理・アテネータ処理したアナログトルク信号電圧

をリアルタイムで出力します。 

 

１）各トルクセンサ仕様における出力電圧表 

トルクセンサが定格負荷トルク（ＣＡＬ値）分の負荷が加わった状態での出力電圧（ｘＶ）を下記

に示します。各センサ仕様により上記時の出力電圧値が異なります。 

 

           トルクセンサ仕様   ANALOG OUTPUT 端子出力電圧（ｘＶ） 

   ７００Ω      ７５０×１０－６             ＤＣ ０．７５Ｖ 

   ７００Ω    １５００×１０－６             ＤＣ １．５Ｖ 

   ７００Ω    １６００×１０－６             ＤＣ １．６Ｖ 

     磁歪式センサ             ＤＣ １．５Ｖ 

 

２）ANALOG OUTPUT 端子出力電圧値からのトルク値換算方法 

  トルク値 ＝ 
締付実施間の出力電圧（⊿Ｖ） 

 × トルク定格値 
定格負荷トルク印加時の出力電圧（χＶ） 

 

３）ANALOG OUTPUT 端子出力仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）ANALOG OUTPUT 端子について 

プラグサイズ      ：ＪＩＳ Ｃ６５６０小型単頭プラグφ３．５×１５ 

 

 

７４１

－

＋
３

２

４

１ ５

６ ３３０Ω
７

＋１５Ｖ

－１５Ｖ

１ モニタ

２ ＧＮＤ

ＵＥＣ－４４００ＵＥＣ－５５００ 



 －59－ 

 

17.異常 

 

17.1.締付に関する異常 

 

初期異常 

 

 

【内容】 

・２度締め、カジリ、焼き付きなど。 

・締付時間がＴＩＭＥＲ２より短かった。 

【対処】 

・締め直し。 

・２度締め・カジリ・焼き付きのチェック。 

・ボルト・ワークの確認。 

・ＳＴＡＲＴ設定値・ＣＵＴ設定値のチェック。 

・締め付けが正常であればＴＩＭＥＲ２の見直し。MODE19 などの締付時間（START から CUT

までの経過時間）を参考にタイマ設定を行います。 

・異常検出を使用しない場合はＭＯＤＥ１を０に設定する。 

 

 

サイクル異常 

 

 

【内容】 

・ツールの能力低下。 

・斜め入り、カジリなど。 

【対処】 

・締め直し。 

・カジリのチェック。 

・ボルト、ワークの確認。 

・ＳＴＡＲＴ設定値・ＣＵＴ設定値のチェック。 

・空気圧力の確認 

・締め付けが正常であればＴＩＭＥＲ３の見直し。MODE19などの締付時間を参考にタイマ設

定を行います。 

・異常検出を使用しない場合はＭＯＤＥ２を０に設定する。 

・ツールの交換 
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締め付け中断異常 

 

 

【内容】 

・締付トルクが START 設定値に達してから CUT設定値に達する前にトルク入力が中断してし

まった場合に締付中断異常を検出します。（ツールの起動レバーをはなした時など） 

注）最終のトルク値が LOW設定値以上で OKの範囲に入っていても、CUT前にトルク入力が中断

すると締付中断異常となります。 

 

【対処】 

・再締付。 

・異常検出を使用しない場合はＭＯＤＥ５を０に設定する。 

・ツール能力／供給空気圧力のチェック。 

・TMER 1設定値が短すぎませんか。 

・CUT設定値に達する前にツールレバーを離していませんか。 

注）MODE9：3設定時のみ有効となります。 

 

 

パルス数下限異常 

 

 

【内容】 

・パルス数計測値がＭＯＤＥ２１：パルス数下限値を下回った。 

・カジリ、２度締めなど。 

【対処】 

・締め直し。 

・２度締め・カジリ・焼き付きのチェック。 

・ボルト・ワークの確認。 

・ＳＴＡＲＴ設定値・ＣＵＴ設定値のチェック。 

・締め付けが正常であればＭＯＤＥ２１の見直し。ＭＯＤＥ２０などのパルス数データ

（STARTから CUT までのパルス数）を参考に設定を行います。 

・異常検出を使用しない場合はＭＯＤＥ２１を０に設定する。 
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パルス数上限異常 

 

 

【内容】 

・パルス数計測値がＭＯＤＥ２２：パルス数上限値を上回った。 

・ツールの能力低下。 

【対処】 

・締め直し。 

・カジリのチェック。 

・ボルト、ワークの確認。 

・ＳＴＡＲＴ設定値・ＣＵＴ設定値のチェック。 

・空気圧力の確認。 

・締め付けが正常であればＭＯＤＥ２２の見直し。ＭＯＤＥ２０などのパルス数データにて

正常締め付け時のパルス数の調査を行い設定値の参考にして下さい。 

・異常検出を使用しない場合はＭＯＤＥ２２を９９９９に設定する。 

・ツールの交換（能力不足・能力低下の場合） 

 

 

 

フリーラン角度異常 

 

 

 

【内容】 

・フリーラン角度（トルク計測値がスタートトルク値に達する前 0.4 秒間の角度計測値）がフリーラン

角度下限値を下回った。 

【対処】 

・２度締めを行っていないかチェックする。 

・フリーラン角度下限値の設定値は適正かチェックする。 

・仮締め・かじりはないかチェックする。 

・フリーラン角度検出を使用しない場合はＭＯＤＥ１６７：フリーラン角度検出を０に設定する。 
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角度ＬＯＷ ＮＯＫ 

 

 

 

【内容】 

・最終角度（スナッグトルクから締付終了までの角度）が角度下限値を下回った。 

【対処】 

・角度下限値(MODE165)やスナッグトルク(MODE10)の設定値は適正かチェックする。 

・角度 LOW NOK検出を使用しない場合は角度判定選択を０に設定する。 

 

 

 

 

 

角度ＨＩＧＨ ＮＯＫ 

 

 

 

【内容】 

・最終角度（スナッグトルクから締付終了までの角度）が角度上限値を上回った。 

【対処】 

・角度上限値(MODE166)やスナッグトルク(MODE10)の設定値は適正かチェックする。 

・角度 HIGH NOK検出を使用しない場合は角度判定選択を０に設定する。 
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17.2.その他の異常 

 

 

設定異常 

 

 

【内容】 

・設定可能範囲外の値を入力した。 

・UBX-AFZ を使用されている場合、S.E.発生中ツールは動作しません。 

【対処】 

・入力ミスの場合は再度設定値の入力を行う 

・インターロック、設定範囲の確認 

LOW設定値＜CUT設定値＜HIGH設定値など 

 

 

ＲＯＭ異常 

 

 

【内容】 

・基板内の ROMが何らかの原因で故障及び異常動作を行っている。 

・電源投入時の自己診断にて検出します。 

【対処】 

・コントローラを交換する。 

 

 

ＲＡＭ異常 

 

 

【内容】 

・基板内の RAMが何らかの原因で故障及び異常動作を行っている。 

・電源投入時の自己診断にて検出します。 

【対処】 

・コントローラを交換する。 

 

 

Ａ／Ｄ異常 

 

 

【内容】 

・基板内のＡ／Ｄが何らかの原因で故障及び異常動作を行っている。 

・電源投入時の自己診断にて検出します。 

・＋１５Ｖ又は－１５Ｖ用のヒューズ切れ。 

【対処】 

・ヒューズ切れの要因を取り除いた後ヒューズを交換して下さい。ヒューズが切れる要因と

してはツール内部配線／センサケーブル配線の短絡などが考えられますので、ツール／セ

ンサケーブルをチェックして下さい。 

（部品名：ヒューズ ＬＭ１６ 部品コード：９１０－１１８－０） 

・コントローラを交換する。 
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ＥＥＰＲＯＭ異常 

【内容】 

・ＥＥＰＲＯＭに設定値を保存する際に書き込み異常となった。 

【対処】 

・コントローラを交換する。 

サムチェック異常 

【内容】 

・ＲＡＭに記憶している設定データに異常がある。 

【対処】 

・電源再投入又は キーにて正常に機能する場合、ノイズによるメモリの書き換えなどが

考えられます。 キーにて復帰後は設定値が初期化されていますので再度全ての設定を

行って下さい。 

イーサネット異常 

【内容】 

・イーサネットコントローラの異常を検出した。 

【対処】 

・電源再投入後も発生する場合は修理が必要です。 

ＤＣ２４Ｖ異常 

【内容】 

・ＤＣ２４Ｖの出力異常を検出した。 

・ＤＣ２４Ｖ用のヒューズ切れ 

【対処】 

・本体基板上のヒューズ（1.6A）が切れている場合は２４Ｖ系の配線確認後、ヒューズの交換。 

（部品名：ヒューズＤＭ１６ 部品コード：９１０－１１５－０） 

・ＤＣ２４Ｖ出力が短絡していないか確認。配線に問題なければ修理が必要です。コントローラ

の DC24V 出力を利用しブザーやランプなどを動作させている場合は、ヒューズの容量 1.6A を

超える事が無い様注意して下さい。 
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バッテリー異常 

 

 

【内容】 

・内蔵バッテリーの電圧低下。 

【対処】 

・バッテリー交換。 

 

 

ＺＥＲＯチェック異常 

 

 

【内容】 

・ZEROチェック時に定格の±6％以上変動している。 

【対処】 

・センサケーブル、ツールのチェック／交換。 

・チェック中（電源投入時やリセット入力時）に締付作業などでトルクセンサに負荷が 

加わっていませんか。 

・MCレンチの周囲に磁力が発生していないかチェック。 

・ZERO点調整を行って下さい。 

・本体の交換 

 

 

ＣＡＬチェック異常 

 

 

【内容】 

・CALチェック時に定格の±6％以上変動している。 

【対処】 

・本体リアパネルトルクセンサコネクタ部の［Ｓ．Ｇ．］ 
［Ｍ．Ｓ．］切換スイッチを確認して下さい。 

・センサケーブル、ツールのチェック／交換。コントローラの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＧ検出値 

 

 

相互点灯 

 

 

相互点灯 

 

 

ＮＧ検出値 
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ＳＤカード異常 

 

 

 

【内容】 

・MODE68～69、75～77 などの SD 関係のいずれかの機能を使用している状態で、データの書

き込み時に問題が発生し書き込みが出来なかった場合や miniSD カードが挿入されていな

い、又は抜いた場合に異常を検出します。MODE70：0 の場合は異常表示、ブザーがＯＮし

ます。MODE70：1の場合は異常表示のみ ON し、約 5秒で自動的に異常表示をクリアします。 

・miniSDがフォーマットされていない場合でも を検出します。 

【対処】 

・MODE70：0の場合は設定ケース キーＯＮにて異常表示、ブザーをＯＦＦし、３番軸の

WORK№表示の小数点用ランプが点灯します。もう一度 キーをＯＮするとデータの再

書き込みを行い、成功すると小数点用ランプ、エラー表示が消え、失敗すると再度 が

表示されます。 

・MODE70 が 1 の場合は自動で異常表示はクリアされ、３番軸の WORK№表示の小数点用ラン

プが点灯します。ただし異常の原因を取り除かなければ SD カードにはデータが書き込め

ない状態のままです。 

・miniSDカードが挿入されていない場合は miniSDカード挿入後、 キーをＯＮして下さ

い。miniSDカードがフォーマットされていない場合は UEC-5500の MODE74にてフォーマッ

トを行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

３番軸 WORK№表示 

の小数点ランプ点灯 

 

又は 
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17.3.ＡＦＺ関係の異常 

 

 

ネットマスク異常 

 

 

【内容】 

・MODE31 を 4 に設定し UEC の電源を投入した際、または MODE31 を 4 に変更した際に行う

Uzig01(親機)との通信の異常。 

【対処】 

・Uzig01 との接続ケーブルや Uzig01 の電源を確認して下さい。RESET を入力すると再度通

信を行います。エラーが解消されない場合は、ケーブルや Uzig01、RS232C 増設ボード、

ｺﾝﾄﾛｰﾗの交換を行って下さい。 

 

ＣＰＵ異常 

 

 

【内容】 

・AFZ内コントロールボード上 CPUの発熱。 

【対処】 

・ツール交換。 

 

 

モーターシステム異常 

 

 

【内容】 

・AFZ内コントロールボードとモータ間の通信異常。 

【対処】 

・ツール交換。 

 

 

ＺｉｇＢｅｅシステム異常 

 

 

【内容】 

・AFZ内コントロールボードの異常。 

【対処】 

・ツール交換。 
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ＡＤトルクシステム異常 

 

 

【内容】 

・AFZ用トルクセンサ関係の異常。 

【対処】 

・ツール交換。 

 

 

ロータリーエンコーダーシステム異常 

 

 

【内容】 

・AFZ内ロータリエンコーダ（角度センサ）関係の異常。 

【対処】 

・ツール交換。 

 

 

バッテリシステム異常 

 

 

【内容】 

・AFZ用バッテリの異常。 

・バッテリの故障や劣化。 

【対処】 

・バッテリが正しく取り付けられているか確認して下さい。 

・バッテリ交換 

・ツール交換。 

 

 

制御タスクシステム異常 

 

 

【内容】 

・AFZ内コントロールボードの異常。 

【対処】 

・ツール交換。 
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モータ異常停止 

 

 

【内容】 

・モータの温度保護による停止又は AFZ内 12V電源の電圧低下。 

・過度な使用サイクル。 

【対処】 

・ツールの使用を休止し、温度が低下した事を確認し再使用して下さい。 

・締付サイクルやモータ設定の見直し。 

・ツール交換。 

・ツール機種再選定。 

 

 

サムチェック異常 

 

 

【内容】 

・AFZとの通信のサムチェック異常 

【対処】 

・電波環境の調査を行って下さい。 

・他に同じ PANID を使用していないかチェックして下さい。 

 

 

バッテリ電圧低下（ＬＯＷバッテリー） 

 

 

【内容】 

・バッテリ電圧低下。 

・バッテリの劣化。 

【対処】 

・バッテリを充電・交換して下さい。 

・AFZ使用後はバッテリを取り外して下さい。 

 

 

その他の異常 

 

 

【内容】 

・その他の異常。 

・コントローラが旧バージョン 

【対処】 

・ツール交換。 

・コントローラ交換。 

・異常発生時の状況を担当の営業所までご連絡頂けます様お願いします。 
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17.4.ヒューズ交換方法 

２４Ｖ／±１５Ｖ用ヒューズ交換手順 
①ＤＣ電源用ヒューズは本体メイン基板上にあります。
②電源スイッチをＯＦＦし、電源コードを抜いて下さい。
③本体側面及び背面のビスを取り外します。
④ヒューズを取り外します。基板から垂直に引き抜いて下さい。
⑤新しいヒューズを奥まで差し込んで下さい。
（極性は有りませんのでどちら向きでも構いません。）
【使用ヒューズ】
２４Ｖ用 

部品名：ヒューズ ＤＭ１６   部品コード：９１０－１１５－０ 
±１５Ｖ用 

部品名：ヒューズ ＬＭ１６   部品コード：９１０－１１８－０ 
・ヒューズは指定の物以外、使用しないで下さい。 
・端子台の配線が短絡しているとヒューズ交換後も再度ヒューズが切れてしまう可能性があります。
配線等の確認を行いヒューズ切れの原因を取り除いた後、ヒューズを交換して下さい。 

フロントパネル 

リアパネル 

２４Ｖ用ヒューズ 

－１５Ｖ用ヒューズ 

＋１５Ｖ用ヒューズ 

バッテリ 



４軸対応コントローラ 

ＵＥＣ－５５００ 
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e-mail: kanagawa@uryu.co.jp 

豊橋営業所 
〒440-0083 

愛知県豊橋市下地町若宮 29-1 

TEL:(0532)54-8311 FAX:(0532)54-8310 
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e-mail: daiei@uryu.co.jp 

岡山事務所 
〒700-0971 

岡山市野田 2 丁目 4 番 1 号 

TEL:(086)245-5302 FAX:(086)245-5312 

e-mail: okayama@uryu.co.jp 

広島営業所 
〒733-0025 

広島市西区小河内町 2 丁目 1 番 26 号 4 

TEL:(082)292-8421 FAX:(082)291-7163 

e-mail: hiroshima@uryu.co.jp 

九州営業所 
〒812-0006 

福岡市博多区上牟田 1 丁目 6 番 51 号 

TEL:(092)473-4517 FAX:(092)473-4519 

e-mail: kyusyu@uryu.co.jp 




